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「いのち」を大切にする心をはぐくむ教育プログラムの開発 
 

－ 道徳の時間における資料の工夫を通して － 

 

 

 

 

 

いじめや自殺が深刻な社会問題となっている現状を考えたとき，「い

のちの大切さ」をどのようにとらえ，どのように伝えていくかが大きな課

題となっている。今の社会には，誰もが「いのち」の大切さを認識してい

ながら，「いのち」を何か漠然とした『人ごと』のような感覚で受けとめ

ている現状があるのではないだろうか。そこには，「いのち」と「いのち」

が響き合う「関係性」の希薄さに要因の一つがあるのではないかと考える。 

「いのち」を大切にする心をはぐくむためには，「いのち」の存在その

ものを，『人ごと』の感覚ではなく『自分のこと』としてとらえる必要が

ある。そのためには，生き生きと輝く『自分』の存在を実感したり『他者』

のいのちの大切さや素晴らしさ，そして『他者』と共に生きる喜びを感じ

たりする体験を，子どもたち一人一人が積みあげることが大切である。 

本研究では，「いのち」の存在を『人ごと』感覚ではなく，『自分のこ

と』としてとらえることができるように，道徳の内容項目を「関係性」を

キーワードにしてとらえ直した。そして，「かけがえのない『他者』との

出会い」に焦点をあてた中学校道徳の実践授業を通して，具体的な指導の

在り方を提示していくことにする。 
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はじめに 

いじめや自殺に関する報道をはじめ，「いのち」

を軽視するような事象が，連日，新聞やテレビで

取り上げられている。その度に，学校で，生徒に

もっと「いのちの大切さ」を伝えなければならな

いという議論が繰り返されている。 

皆川は，「『命の大切さ』という言葉が嫌いで

ある。（中略）自分の学校から自殺者が出たり，凶

悪な少年犯罪が起きたりしたとき，校長先生が体

育館に全校生徒を集めて言うアレだ。そんな薄っ

ぺらな言葉で子供たちが納得するなら，そもそも

問題など起きるわけがない」(1)と述べている。確

かに，「命の大切さ」という言葉は，今までに，繰

り返し見聞きし，誰もが認識していることである。

しかし，その認識は，心の奥底まで響いたもので

はなく，知識として理解しているだけかもしれな

い。命の大切さは，知識として教えるものにとど

まるのではなく，感性に訴えかけ，実感を伴うも

のにならなければならないと考える。 

筆者自身，担任として，一人一人の生徒と向き

合い，その生徒の現状や背景を考え合わせたとき，

いつ，どのような場面で，どのような教材を使っ

て，何をすれば，生徒の心に命の大切さを伝える

ことができるのか，悩むことが多かった。 

なぜなら，「いのち」の問題は，個人の人生観・

世界観にかかわるものであり，その考え方や受け

とめ方は，生徒の発達段階や，生徒をとりまく環

境，あるいは，今までその生徒が経験してきたこ

とや，それらの経験の深さによって千差万別だか

らである。実際，抽象的な一般論を展開しても，

生徒一人一人の心には，なかなか響きにくかった

ということを筆者も経験したことがある。 

また，命の大切さを実感させるために，多くの

研究や授業をともなう実践が行われている。その

実践事例の中には，「いのち」の重みを深く認識さ

せるために，生と死の両面からとらえたものもあ

る。アルフォンス・デーケンは「死をみつめるこ

とは，そのまま自分にいただいたいのちを，最後

までどう大切に生きぬくかなど，自分の生き方を

絶えず問い直し行動していくこと」(2)と述べ，「死

への準備教育」の必要性を説いている。確かに，

「死」を扱うことで「生」を深く考えさせる実践

は，取り組んでみたい展開の一つではある。「死」

を扱うことによって，「生」を見つめさせることは，

ある意味わかりやすく，「いのち」を大切にするこ

とにつながるだろう。しかし，「死」と正面から向

き合い，「死」を正しく認識させることは，むずか

しいことでもある。 

例えば，「生」と「死」の対比を，「明るく生き

生きとしたもの」と「暗くこわいもの」としてだ

けでとらえてしまうと，扱い方によっては，「死」

だけでなく，その延長線上にある「病気」や「老

い」「弱さ」をマイナスのイメージとしてとらえる

ことにつながり，逆効果になることも考えられる。

実際，様々な背景をかかえた生徒が，授業を受け

ることによって，「死」をマイナスイメージとして

のみとらえ，悲しい思いを持つにいたるのではな

いかと危惧される場面があった。筆者がかつて担

任をしたクラスを考えたとき，これを実践してよ

いものか，生徒に配慮すべき留意点があるのでは

ないかと，なかなか一歩を踏みだせない場合も多

かった。 

また，養老は「現代人にとって『死』は実在で

はなくなってきている（中略）『死にたい』『死ぬ

ぞ』という言葉で出てくる死は，自分の思い込み

のなかだけの死です。実際の死とは異なる。その

人自身，死がどういうものかわかっていない」(3)

と述べ，「死」を実感のない「人ごと」としてしか

とらえていない現状を指摘している。 

「人ごと」としてとらえる「死」の対極にある

のは，「人ごと」の「生」である。「人ごと」の「死」

から「自分」の「生」をとらえるのはむずかしい。 

当たり前のことであるが，生きている人間は，自

分の「死」を経験していない。「死」を知識上のこ

ととしてのみとらえてしまうと，あくまでも「人

ごと」の「死」となることが予想される。 

「生」を扱うにしても，「死」を扱うにしても，

「いのち」の存在を自分のこととしてとらえるこ

とができなければ，実感する，あるいは心に響く

というような心の動きにはなりにくいのではない

だろうか。どんなにすぐれた教材や授業展開でも，

生徒が「いのち」を「人ごと」としてしか受け止

めることができなければ，それを行動化へ結びつ

けることは，むずかしいのではないだろうか。「自

分」の生き方を問い直すためには，「人ごと」では

なく「自分のこと」としてとらえることが必要で

あると考える。 

「いのちとは何か」「それを大切にするとはど

ういうことなのか」「どうすればいのちを大切に

したことになるのか」というような問いに明解な

答えはないかもしれない。しかし，このような問

題を，漠然とした一般論で考えるのではなく，生

徒も教師も一人一人が「自分のこと」として，具
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体的にとらえることができたとき，その中に納得

できる答えが見つかるのではないだろうか。そし

て，その一人一人の思いを，学校という場で，お

互いに共有することで，新たな展開の一歩を踏み

出すことができるのではないかと考える。 

そこで，「いのち」の存在を「人ごと」感覚で

はなく，「自分のこと」としてとらえることができ

るように，道徳の内容項目を「関係性」をキーワー

ドにしてとらえ直すことにした。そして，道徳の

授業の中で，どのような展開や工夫をすれば，「い

のち」の存在を「人ごと」としてではなく，「自分

のこと」としてとらえることができるか，実践を

通して考察することにする。 

(1) 皆川豪志「命の大切さ」『記者が読む』産経新聞（大阪）夕

刊 2007.10.27 

(2) アルフォンス・デーケン「死への準備教育―よりよき人生の

ために」『おとなのいのちの教育』河出書房新社 2006.11 

p.76 

(3) 養老孟司「第一章 なぜ人を殺してはいけないのか」『死の

壁』新潮新書 2007.8 p.48  

 

第１章 「いのちを大切にする心」とは 

第１節 現代社会から見えてくるもの 

（１）目に「見えるもの」と「見えないもの」 

 科学技術の発達は，社会を豊かで便利なものに

変えてきた。しかし，人間の心も本当に豊かなも

のにしてきたといえるだろうか。 

中央教育審議会のある専門部会では，道徳教育

の現状と課題について「子どもを取り巻く環境の

変化，家庭や地域社会の教育力の低下，体験の減

少等の中，生命尊重の心の不十分さ，自尊感情の

乏しさ，基本的な生活習慣の未確立，規範意識の

低下，人間関係を形成する力の低下など，子ども

の心の活力が弱っている傾向がある」(4)と指摘し

ている。よりよい社会の創造を追求し，快適で住

みよい生活を目指してきたはずの社会の中で，な

ぜ，子どもの心の活力が弱ってしまったのだろう。 

その原因の一つとして，物質的な豊かさの中

で，形として確かに存在する目に「見えるもの」

に重点が置かれ，形としてはとらえにくい目に「見

えないもの」にあまり関心を示さなくなる方向に，

社会全体が進んできたからではないかと筆者は考

える。 

 今日ある文明社会は，斉藤が「科学や技術は，

対象を観察し，そこに潜む因果関係やメカニズム

を解明し，あるいは応用することから始まる」(5)

と述べているように，目に「見えるもの」に存在

を認め，それがどのようなものかを,全体像として

見るのではなく，細分化して観察し，その「機能」

に「価値」を与えることで発展してきたといえる。

例えば「より簡単に，早く，便利に」という考え

方は，物の本質を数値化して，目に見える形に表

すことを促し，その結果，科学技術の進歩に大い

に貢献してきたのである。また，人間の体の内部

を鮮明に映し出す医療技術の発達を例にするなら

ば，科学技術の発達は，今まで見ることができな

かったものを鮮明に見ることを可能にしたといえ

る。その結果，見えなかったものを見える形にす

ることで人間は納得をし，信用できる確かなもの

を得ることにつなげてきたのである。 

しかし，今まで見ることが不可能だと思ってい

たものが見えるようになってくると，世の中にあ

るすべての存在を解明できる，という錯覚に陥る

可能性は否めない。その結果として，形として視

覚化できないもの，また，数値化することに適さ

ない，あるいは，数値化しても本質は見えてこな

いものがこの世の中に存在するという事実が，現

代社会に生きる人々の中にあまり意識されなく

なってきているのではないだろうか。 

以上のことから，確かに存在するけれども，ど

こにあるのかわかりにくい「見えないもの」に対

する存在意識の希薄化が今の社会背景にあり，そ

のことが，いじめや自殺をはじめとする「いのち」

を軽視するような事象につながっているのではな

いかと考える。 

また，目に「見えるもの」を追い求め，目に「見

えないもの」にあまり関心を示さないという状況

は，「汝自らを知れ」という格言を残したソクラテ

スの時代とも，重なる部分が多いように思われる。 

ソクラテスは，人々が金銭や名声を求めることば

かりに気を配り，目には見えない「魂」について，

関心を示さなくなったことを批判した。その理由

について村田は「もし，魂への気遣いを忘れるな

ら，何のために生きているのかという『生』の意

味自身が不明になると考えたから」(6)と解説して

いる。今，社会で問題となっている「いのち」を

軽視するような事象や，生きている実感が持てな

い子ども達が増加していると思われる背景には，

このソクラテスが批判した「魂への気遣いを忘れ

る」結果と同じような状況があるのではないかと

推測する。今の時代も，目に見えない「魂」に対

してもっと深い関心を示さなければ，一人一人が

生きる意味をしっかりと見いだしながら毎日を過

ごすことには，つながらないのではないだろうか。 
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私たち人間は，本来，目に「見えるもの」と「見

えないもの」の両面を認識し，同時に，それらを

合わせ持った存在だと考える。例えば，着飾った

りできる外見の体は，目に「見えるもの」である

が，「心」の存在は「見えないもの」なのである。

また，ころんで怪我をした場面を想定してみる。

まず，自分をどのようにとらえることができるか

考えてみると，血がでている傷口については見る

ことができるだろう。ただ，それがどれほど痛い

のかを目で見ることは，他人にも自分にもできな

いのである。言い換えれば，怪我をした自分を目

に見える体だけでとらえたとき，それは，自分の

「一部」であって，「全体」を示したものではない

のである。つまり，「自分」の全体像をつかむため

には，目に「見える」体とともに目に「見えない」

心にも意識を配らなければならないのである。 

これは，「いのち」の存在をとらえるときも同

様のことが言える。「命は大切である」というとき

の「いのち」とは，何をもって「いのち」ととら

えているのかを考えなければならない。すなわち，

「いのち」ととらえるときには，目に見える「生

きている姿」だけをとらえるのではなく，見えな

い「いのち」の存在を意識してとらえることが大

切なのである。 

 

（２）「存在」の認識 

急激な社会の変化の一つに，テレビやインター

ネットの普及があげられる。これにより私たちは，

家に居ながらにして多くの情報を得たり，知識を

増やしたりすることができるようになった。 

筆者はこのような知識を『画面型の知識』と名

付けることにした。この知識は，実際に現地へ出

かけて行かなくても，また，直接体験をしなくて

も獲得できる知識の総称であり，情報機器の操作

一つで獲得することができるものである。特に映

像情報の伝達は，一瞬にしてイメージを理解する

ことにつながり，これらの普及によって，私たち

が得られる情報量は，飛躍的に増えたといえる。 

ただ，非常に便利になった反面，『画面型の知

識』には，落とし穴があることも認識しなくては

ならない。テレビやインターネットの情報は，人

間の視覚と聴覚に重きが置かれている情報であ

る。確かに多くの情報を得ることができるが，こ

の二つの感覚でとらえることで，すべてのことを

知ったと錯覚してしまったり，理解した気になっ

てしまったりすることがあるのではないだろう

か。その意味では，『画面型の知識』で得られる知

識は，物事の一側面の情報にすぎず，必ずしも全

体をとらえた情報であるとはいいきれないもので

あることを認識しておかなければならない。 

例えば，テレビ映像の中で元気に走り回る犬が

映っているとしよう。そこには映像と音声によっ

て「犬」という生き物のほんの一部分を映し出し

たにすぎない。「犬」と接することによって初めて

わかる臭いや触感等の情報が明らかに欠けている

にもかかわらず，視聴者は，その「犬」を見ただ

けで，「犬」という概念すべてを理解したような気

になってしまうことがあるのではないだろうか。 

このように考えると，ペットブームと言われな

がら，飼っていたペットを捨てる事件が多い背景

には，ペットを飼いたいと願っていたときの「犬」

に対する認識と，実際に飼った後の認識では大き

な違いが生まれたことが推測できる。『画面型知

識』で得たものと，実在するものとの間に，「こん

なはずではなかった」というような意識のズレが

あるのではないだろうか。ペットに限らず，何か

の「存在」を知るのに，視覚と聴覚だけにたよる

と偏りが出てくるのもうなずける。 

便利になった反面，『画面型知識』による情報

があふれ，直接体験して何かを認識するという機

会が減ってきたことは否めない。その結果，実態

を伴わない世界と現実の世界とを区別する感覚が

希薄になってきたのではないだろうか。そして，

現実の世界に「存在」するものの本質をとらえに

くくなってきているのではないだろうか。 

前述したように，映像の中で，元気に走り回る

犬を見て，「生きている犬」という知識を得ること

はできる。しかし，確かに「生きている」ことは

わかっても，その犬の「いのち」を実感すること

はできないのである。実際に触れたり，体の温も

りや心臓の鼓動を感じたりする体験を通してこそ

「いのち」の存在を実感することができるのでは

ないかと考える。 

「いのち」の「存在」を認識するためには，決

して『画面型の知識』だけにたよるものではない

ことを，心に留めておきたい。 

 

（３）「自分」という「存在」 

そのものの一部を知っただけで，全体像をつか

んだととらえる感覚は，無意識のうちにふくらん

でいく危険性がある。そしてその感覚は，「自分」

をとりまく「他者」の存在に対してだけでなく，

「自分」という存在をも支配してしまう可能性が

あるのである。 
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それでは「自分」という存在は，一体何を根拠

に「自分」と認識しているのだろうか。 

鷲田は，「自分の顔は自分そのものなのに，私た

ちは見たことがない。（中略）ぼくらは，自分が自

分のことをいちばんよくわかっていると思ってい

る。自分にいちばん近いのは自分だと思っていな

がら，実は，自分というのがすごく遠いものなん

だ」(7) と述べている。確かに，自分の顔は「自分」

なのに，私たちは直接見ることはできない。自分が

相手と向き合って話をするとき，自分がどんな表情

で，相手と接しているのか，自分ではわからないの

である。改めて考えてみると，わかっているようで，

わかっていないのが「自分」の存在なのである。 

中学生の時期は，「自分とは何か」「自分は何

のために生きているのか」というような問いかけ

をし始める時期でもある。鷲田は，「じぶんがだれ

かをたずねて，じぶんのなかを探す。こころやか

らだの能力だとか，社会的な地位だとか，性格や

容貌だとか。でも，これ，ほんとうに正しい問い

かたなのだろうか。〈じぶん〉という存在というの

は，もっと別のかたちで問うべきものではないの

だろうか」(8)と述べている。社会的地位や性格や

容貌は，自分の一面を表してはいるが，自分の全

体像であるとは言いきれない。しかも，「自分」の

存在を確かめるために，「自分」の中を探すのでは

ないとすれば，次は「他者」に目を向けることに

なる。社会的地位は，「自分」が置かれている社会

という「他者」があって始めて成り立つものであ

る。「自分にはこんなところがあったのか」と自分

の性格に気づくのも，「他者」との出会いからであ

る。容貌も「他者」を意識するからこそ，気にな

るのであり，ファッションやダイエットが流行す

るのも，他人からどう見られているかを意識する

からである。 

続けて鷲田は「いかなる他者も最終的には存在

しえないということになれば，結局〈わたし〉と

いうものも存在しえないということにならないだ

ろうか」(9)と述べている。「他者」がいなければ

「自分」も存在しえないということであれば，結

局，「自分とは何か」という問いを「自分」の中に

向けても，答えは見えてこないことになる。人は，

鏡や写真でしか自分の姿を見ることができないよう

に，「他者」の存在を通してしか「自分」を知ること

はできない。「自分」は，「他者」が「自分」をどの

ような存在としてとらえているかを意識すること

で，「自分」の存在を確認しているのである。 

つまり，自分の存在は「他者」との「関係性」に

おいて存在しているのであり，常に「他者」と「自

分」との「関係性」の中で，「自分」の存在を認識し

ているといえるのである。 

 

（４）「他者」の存在を意識する中で 

 「関係性」の理論を提唱したブーバーは，「我それ

自体というものは存在しない，存在するのはただ

根元語・我―汝における我と，根元語・我―それ

における我だけである」(10)と述べている。彼は，

「我」（自分）は単独では存在するものではなく，

「汝」や「それ」と呼ばれる「他者」がいてはじめ

て「我」が存在するというのである。そして，「他者」

が，「汝」として存在するか「それ」として存在する

かは，「我」と「他者」との関係の在り方によって違っ

てくると述べている。つまり，「他者」の存在があっ

てはじめて「自分」が存在している点について言

及しているのである。 

また，日野原は，子どもたちと，『本当に大切な

ものは目に見えない』という話をした時のことを

次のように述べている。 

子どもたちに「君たち風が見える？」と聞い

たら「見える」と。「どうして？」と尋ねると

「梢が動いているから」。 

「それは風じゃない，風の影だ。梢が動いて

いる，雲が流れている，だから風があると思う

けれど，風そのものは見えない。」    (11) 

話の中にでてくる風を「自分」に置き換えてみ

るとどうだろう。風にとっては，梢や雲など，風

をとりまく「他者」がどのようなものであるかに

よって，風そのものの在り方が変わってくること

がわかる。つまり，同じ風でも，「他者」との関係

の在り方で，さわやかな涼風とも，吹きすさぶ寒

風ともなるのである。ということは，「自分とは何

か」という問いを「他者」に向けたとき，その「他

者」と「自分」とがどのような関係にあるかによっ

て，「自分」の存在そのものの認識が違ってくると

いうことである。 

両者の考え方で共通することは，単独で「自分」

が存在するのではなく，「他者」の存在があっては

じめて「自分」の存在が見えてくるということと，

「他者」の存在をどのようにとらえるか，「他者」

との「関係性」をどのように築くかが，「自分」を

認識する上で非常に重要な要素になっているとい

うことである。このように「自分」の存在を見つ

め，「いのち」の存在を考えるためには，「他者」

との「関係性」について吟味することが大切な視

点になると考える。 
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（５）「いのち」の重み 

前述したように，いじめに関する報道をはじ

め，「いのち」を軽視するような事象が，連日，新

聞やテレビで取り上げられている。「いのち」の重

みが感じられない時代について，水野は「いのち

を軽く扱っている真の犯人は，心の病からいのち

を捨てる人々より，これを他人事とする社会の側

であり，社会を構成する私たちの側であるのだ」

(12)と述べている。身近に起っているはずの事件

が，事務的・機械的に処理されていく中で，人々

は，それらを「人ごと」としてしか受け止めてい

ないというのである。 

確かに，「いのち」というものを，無関心とは

言わないまでも，何か漠然とした，つかみどころ

のない「人ごと」のような感覚でしか受け止めて

いないような事象が後を絶たない。いくら身近に

起った事件であっても，「人ごと」としてながめる

だけでは，その重みを実感することはできない。 

「いのち」の重みを実感するためには，「人ご

と」の感覚ではなく，「自分」との深いかかわりの

中で，「いのち」と向き合わなければならないはず

である。 

このような社会背景をとらえたとき，今こそ，

「自分」と「他者」との存在を大切にしながら「関

係性」を築かなければならないのではないだろう

か。「他者」との「関係性」が築けていなければ，

「自分」の存在を認識することはむずかしい。「自

分」の本質を認識し，「自分」の存在を実感できな

ければ，充実した毎日を過ごすことはできないだ

ろう。目には見えないけれども，人間の本質であ

る「いのち」を見つめるためには，「他者」との「関

係性」を今一度深く意識しなければならないので

はないかと考える。 

 

第２節 「人ごと」を「自分のこと」に 

 

（１）「人ごと」という感覚 

「人ごと」という感覚は，どのようにとらえる

ことができるのだろうか。 

図1-1は，「人ごと」という感覚を「自分」との

距離をイメージして，図にまとめたものである。 

図に示したように，「自分」から「他者」を見

た場合，「他者」と「自分」との「心の距離感」の

違いによって，「他者」の在り方は変わってくるの

ではないかと考えた。「心の距離」が遠い場合，他

者はそこにいるだけの「存在」であり，「自分」に 

とっては，まったく気に留めることのないただの 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図1-1 「人ごと」という感覚 

 

「存在」である。 

しかし，「いる」と認識できるのは，関心があ

るということであり，まったく関心のない「他者」

については，そこに「存在」していても見えてい

ない場合もある。例えば，街中にポストが点在し

ていても，ハガキを出すときになって初めて，「ポ

ストはどこにあったかな」と探すのと同じで，自

分に関心がない場合，それがいつも通っている道

であっても，ポストは，見えていないことと似て

いる。つまり，関心のないことは，実際に存在し

ていても見えない「存在」なのである。 

また，「他者」が少し自分に近い位置にいても，

「自分」の心の在り様で，対岸の火事的な感覚で

受けとめる存在となる。「対岸の火事」的な「存在」

というのは，「他者」の重大さも重要さも認識して

いるが，自分から遠くにあるので「自分には関係

ない」という感覚で見ている「存在」である。 

憐れむ「存在」は，一見「他者」のことを心か

ら受け止めているように見えるが，同じ立場とい

うよりは上から見下すような意識が見え隠れする

場合がある。また，同情する「存在」は，相手の

立場に立って考えているであろうが，先に述べた

「憐れむ」気持ちに近いときには，これもまた「人

ごと」の感覚になってしまうのである。相手の立

場に立って考えるということは，「自分」を「相手」

と重ね合わせたときに，初めて考えられることで

あろう。そうでなければ，たとえ「心の距離感」

が短くても，「人ごと」の感覚でしか受け入れられ

ていないのである。 

「自分」が「他者」を「ながめる」位置にいる

ときには，「他者」の一面を見ているだけにすぎず，

「他者」を実在する存在として実感することはで

きない。「他者」と「自分」が共に同じ位置にある

ときに「痛み」や「悲しみ」の感情を分かち合う

ことができるのである。「他者」と「自分」が共に

あるときに，相手と同じ「痛み」「悲しむ」感情を

 

自分 

他者 

人ごと 

「対岸の火事」的「存在」 

心の距離感

ただの「存在」 

関心のないことは存在して 
いても見えない「存在」 

他者 他者 他者 他者 

共有する「存在」 
共感する「存在」 

自分のこと 

同情する「存在」
憐れむ「存在」 
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共有する「存在」，つまり，お互いが共感する「存

在」となるのである。「自分のこと」としてとらえ

るためには，「他者」と「自分」が共にある存在で

あることが大切なのである。 

 

（２）「人ごと」としてとらえた「他者のいのち」 

平成18年末に，「いじめ」に関して生徒が自殺

する事件が相次いだ。その時の新聞に「男子生徒

をいじめていたとされるグループが事件後も別の

生徒にいじめを繰り返していたことが分かった」

(13)という記事が掲載されていた。この生徒たち

は，自分たちが直接かかわっていたクラスメート

の「死」をどのように受け止めていたのだろうか。 

「死」を「一人称」「二人称」「三人称」の死に

分類し，生きていく上で，一番重要な意味を持つ

のが「二人称の死」である，と提唱した先人がい

る。そこで，日本においてこの言葉が認知される

きっかけを作った柳田の言葉を引用する。 

一人称の死…自分の死 

二人称の死…人生を共有してきた愛する者の死 

三人称の死…他人の死，医療現場における患者

の死              (14) 

柳田は，現代医療や生命倫理の問題を考察する

場合の新たな視点として「二人称の死」という言

葉を提唱した。「一人称の死」は，自分の死を想像

することしかできないが，「二人称の死」は実際に

出会うことのある死であり，人生を分かち合って

きたものを失うという，悲しみや喪失感を伴うも

のである。「二人称の死」は，精神的影響は大きい

が，それをきっかけに，「いのち」や生き方につい

て深く考えることができ，人生を豊かにしてくれ

るものであると考えられている。 

 一方，養老は，「『死』というのは非常に曖昧で

抽象的な概念」(15)であるとした上で，「死体の人

称」という言葉で説明している。 

「一人称の死体」…「ない死体」 

    「俺の死体」に関しては，観察する 

主体が消えてしまう。 

「二人称の死体」…「死体でない死体」 

    親しい人の死体は死体に見えない， 

特別な存在。 

「三人称の死体」…「死体である死体」 

    死体として認識することができる， 

アカの他人，第三者の死。    (16) 

例えば，交番の前の看板にある交通事故者数

は，養老によると「アカの他人」としての「三人

称の死体」の数であり，ただの「存在」といえる。   

悲しみなどの感情を伴って見つめる死体は「二

人称の死体」である。死体を目の前にしたとき，

それをどのようにとらえるかは，死体となった「他

者」と「自分」との関係の在り様によって，大き

く変わってくるということである。死を迎えても，

「死体」を「死体」として認識できないのは，死

というものが「心臓が停止する」といった目に「見

える」部分だけでは説明できないことを物語って

いる。そこには，目に「見えない」けれども「死

体」となった「他者」と「自分」との間に，生前

からの，そして「死」を迎えた後も続く，深い「関

係性」が確かに存在するのである。 

 このように考えると，事件後も他の生徒にいじ

めを繰り返していた生徒たちの場合，クラスメー

トの死は，距離的には身近にいても，「三人称の

死」つまり，「人ごと」としてしかとらえられてい

なかったのではないかと考えられる。言い換えれ

ば，クラスメートとの「関係性」は，お互いに心

が通い合うような，深く豊かな「関係性」ではな

かったということが推察されるのである。 

 

（３）「人ごと」としてしかとらえられない「自分

のいのち」 

世界4都市調査の結果をもとに，速水は「日本

の中学生たちは，他国の中学生に比較して，自分

に自信が持てず満足していない，つまり，自分を

価値ある存在と見なしていない」(17)と分析して

いる。 

また，中教審答申においても，「自分に自信がもて

ず，将来や人間関係に不安を感じている子どもた

ちの現状を踏まえると（中略）自分への自信をも

たせる必要がある」(18)と記されている。  

 学校内でも，生き生きと生きようという意欲が

感じられなかったり，生きている実感が持てない

ためか，無気力な状態を示したりする生徒がいる。

彼らはなぜ，生きる意欲を示そうとしないのだろ

うか。 

それは，「自分」自身が「自分」という存在を，

どのように認識しているのか，という点に関係し

ているように思われる。もしかしたら，「自分」の

一部だけをとらえて自分像を作り出し，「自分」の

本質というものを見つめていないのかもしれな

い。そして，「自分」の本質である「いのち」を真

正面から見つめられずにいるのかもしれないと考

える。 

例えば，「速く走れるＡ君」がいるとする。Ａ

君には，いろいろな面があるにもかかわらず，Ａ
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君の存在を「速く走れる」という価値だけでとら

えてしまうとしよう。そうすると，もしＡ君が，

怪我をして速く走れなくなった場合，「速く走れ

る」という価値が一時的に失われただけなのに，

「速く走れるＡ君」の存在を見失うことになりか

ねない，ということである。もし，Ａ君のまわり

にいるすべての「他者」が，Ａ君に対してこのよ

うな見方をしてしまった場合，Ａ君自身は，「速く

走れる」自分だけでなく，自分の存在そのものを

否定的に見てしまうことになるだろう。 

また，ブーバーは「人間の我もまた二重である。

なぜなら，根元語・我―汝における我は，根元語・

我―それにおける我とはことなっているからであ

る」(19)と述べている。彼によると，人間には二

つの「自分」があり，その一つは『我―汝』とい

う関係の中に存在する「自分」であり，もう一つ

は，『我―それ』という関係の中に存在する「自分」

であるというものである。この二つの「自分」は，

同じ人物であるが，「他者」とどのような関係を結

ぶかによって，違う「自分」が存在することにな

るとしている。 

さらに，ブーバーは「根元語・我―汝はただ存

在の全体でもってのみ語られ得る。根元語・我―

それは決して存在の全体でもっては語られ得な

い」(20)と述べている。『我―それ』の関係とは，

「他者」と「自分」を全体像としてとらえるので

はなく，部分的な「機能」としてとらえる関係で

あるとしている。このことは，前述したＡ君を，

Ａ君という存在でとらえるのではなくて，彼が持

つ能力の一部である「速く走れる」という「価値」

だけでとらえる関係のことと同義である。 

さらに，斉藤は「人間を孤独にし，社会を殺伐

とさせるのが『我―それ』の関係である」(21)と

いうブーバーの言葉を，現代の子育てに当てはめ

て,次のように解説している。 

家庭の親子関係が『我―それ』の関係になると，

悲劇が生まれる。親が愛するのは〈子ども〉その

ものではなく，子どもの所有する〈機能〉である。

子育てはその〈機能〉を磨く〈投資〉である。〈機

能〉として育てられた子どもは，〈機能〉そのもの

が自分の本質だと思い込んでしまう。〈機能〉が優

秀でなければ，愛されるに値しないと考えるよう

になる。〈機能〉が人間の本質であると考えると，

失敗や挫折は〈存在の否定〉となり，自分には生

きる（存在する）価値も意味もないと絶望するこ

とになる。              (22) 一部要約 

人生の中には，失敗や挫折が必ずある。その失

敗や挫折が，他と比べて大きい，小さいが問題な

のではない。それらが，失敗や挫折を味わった子

どもにとって，生きる価値も意味もないと判断さ

れれば，自ら絶望することにつながる。 

確かに，失敗や挫折は苦しみとなる。ただ，そ

の苦しみから逃れるために，「自分」のことさえも

「人ごと」の感覚でとらえるようになってしまっ

たのではないだろうか。「自分」の存在を「人ごと」

と突き放すのは，ある種の自己防衛なのかもしれ

ない。「自分」の一部の機能だけを「自分」そのも

のととらえ，その機能の低下を直視する苦しみか

ら逃れる行為が，「無気力」や「なげやり」という

形で表れているだけかもしれない。 

「自分のいのち」を「人ごと」としてしかとら

えられないのは，「自分」に対する認識が，「自分」

そのものの存在としてではなく，部分的な「価値」

でしかとらえられていないからかもしれない。と

いうことは，「自分」を部分的にしかとらえること

ができないような「関係性」しか，「他者」と築け

ていないことが問題なのではないだろうか。 

つまり，「他者」と「自分」との「関係性」は

残念ながら『我―それ』の関係である，ことが多

いということがいえるのではないかと考える。 

 

（４）「自分のこと」としてとらえた「いのち」 

ア「他者のこと」を「自分のこと」としてとら

える中で  

次の言葉は，新聞の読者投稿欄に掲載された高

校生のものである。 

尼崎での脱線事故は，僕に強い衝撃を与えた。

（中略）「何人の人が亡くなった」ということが問

題なのではない。具体的な数字で事件の大きさな

どを判断してしまいがちだが，その数字の向こう

には，もっともっと多くの人たちの，はかりしれ

ない怒りと悲しみがある。誰もがそれぞれの人生

を生きている。その大切な人生が奪われたときに，

ただ単に「一人の犠牲者」として見るのは，たと

え他人であっても許されないのではないかと感じ

た。数字の向こう側にある，人々の思いを感じ取

る，聞こえぬ声を聞く，ということ。それを忘れ

ずに，毎日を送っていきたいと思っている。(23) 

電車の事故で亡くなった人々は，この高校生に

とっては「他人」である。しかし，彼は，その犠

牲者を「三人称の死」としてとらえているのでは

なく，むしろ，亡くなった人々を「二人称の死」

としてとらえていると読み取ることができる。

「数字の向こうには…」とあるように，数字とい
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う目に「見えるもの」の向こう側にある目に「見

えない」一人一人の「いのち」にまで思いをはせ

ているのである。そして，もし自分が事故で死ん

でいたら，家族がどれだけ悲しむだろうと，「自

分」に重ね合わせて考えることができているので

ある。彼らの「思いを感じ取る，聞こえぬ声を聞

く」ということを忘れずに，毎日を送りたいとあ

るのは，亡くなった人々のことを「人ごと」とし

てとらえることなく，自分の生き方に結びつけて

考えようとしているように思われる。 

この高校生は，なぜこのような考えをもつこと

ができたのだろうか。そこには，人間の本質を「い

のち」としてとらえることのできる「他者」との

「関係性」が成立しているのではないかと考える。

それは，前掲図1-1(p.5)で示したように「他者」

の存在を，相手と同じ痛みや悲しみを，共有・共

感する「存在」としてとらえている，と推察する。 

人間が，自分の経験をよりどころに思考をすす

めるとしたとき，誰か一人とでも，お互いに「い

のち」と「いのち」が響き合う「関係性」が成立

していれば，他の「他者」と向き合ったときに，

このような「関係性」を築くことは容易になるで

あろう。  

「いのち」と「いのち」が響き合う「関係性」

が『我―汝』の関係であると考えると，「人ごと」

ではなく，「自分のこと」としてとらえられる「他

者」との「関係性」を築くことは，自分の「いの

ち」の存在をとらえるために必要不可欠なものに

なると考える。 

 

イ 「自分のこと」を「自分のこと」としてとら

えるために 

先行研究の中には「自分のいのちは，かけがえ

のない大切なものであると実感できれば，他者の

いのちも大切にできるはずだ。だから，まず，自

分のいのちの大切さを教えなければならない」と

する事例もある。 

しかし，今まで述べてきたように，「自分」の

存在を認識するためには，「他者」の存在が不可欠

なのである。「他者のいのち」と深く関わるなかで，

「自分のいのち」が見えてくるとすれば，「他者の

いのち」の大切さを実感することによって，「自分

のいのち」の大切さを実感し，理解をすることが

できるのではないかと考える。 

図1-2は「他者」を「いのち」の存在として置

き換え，「いのち」の大切さを実感するためには，

どう考えればいいかを図に表したものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図1-2 「いのち」の存在 イメージ図 

 

「自分」は「一人称のいのち」であり，「自分」

と共にいて，共感できる「存在」としての「他者」

が「二人称のいのち」であり，「人ごと」として存

在する「他者」は「三人称のいのち」である。 

「他者」の「生」や「死」を「人ごと」感覚，

つまり，「三人称のいのち」としてとらえていて

は，「自分」の「生」，つまり，「一人称のいのち」

に結びつけることは，むずかしいと考える。「他

者」を「自分のこと」として，すなわち「二人称

のいのち」としてとらえることによって，「一人称

のいのち」，つまり，「自分」の存在を実感できる

のではないかということである。 

「自分のいのち」をかけがえのないものとして

とらえるためには，同じかけがえのない「いのち」

を持つ「他者」を，「人ごと」ではなく「自分のこ

と」としてとらえることが大切である。かけがえ

のない「いのち」を持った「他者」の存在を実感

することによって，その「他者のいのち」と響き

合う「自分のいのち」の存在を，「自分」自身が認

識するのである。「自分のこと」を「自分のこと」

としてとらえるためには，まず，「他者のいのち」

を，「自分のこと」としてとらえることのできる感

覚を十分に養うことが大切である。 

自分のことを自分のこととしてとらえるため

には，「自分」という存在そのものを認めてくれ

る，信頼できる「他者」の存在が必要なのである。 

 

第３節 「関係性」の中にある「いのち」 

 

（１）「いのち」を多面的に見る 

筆者は，母親を病気で亡くした中学３年生の男

子と話す機会があった。彼は，「『親が死んだ』と

いう話をすると，周りのみんなが退いていくから，

話ができない」と嘆いた。本当は，自分の胸の内

を話したかったのだろう。 

彼の話を聞いているうちに，二つのことを感じ

た。一つは，「死」を扱う場合，かなりの個人差が

 

「一人称」
のいのち 

他者 

人ごと 自分のこと 

「対岸の火事」的「存
在

心の距離感

他者 

 
「三人称」の 

いのち 

 
「二人称」
のいのち 
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あり，受け止め方は千差万別であることである。

それは，日本の風土の中で「死」はタブー視され，

日常生活の話題には頻繁にあがらず，特別扱いさ

れてきたこととも関係していると思われる。 

もう一つは，「母は死んだけれど，生きている

んだ」という彼自身の言葉だった。その言葉から

は，彼の中にある母親の存在の大きさを表してい

るとともに，彼と母親との「関係性」の中で，人

間の肉体はないけれども生き続ける，あるいはつ

ながっている「いのち」の存在を，彼自身が実感

していると受け止めることができた。 

この話から考えると，「いのち」が人間の死と

ともに完全に消滅するものであれば，彼が実感し

ている「いのち」は，説明できないことになる。

つまり，体の「いのち」が無くなっても，なお存

在し続ける「いのち」がある，ということを含め

た中で「いのち」の存在を語らなければならない

のである。「いのち」の存在は，「からだの死」と

いう一面からだけでなく，多面的にとらえなけれ

ばならないのである。 

第１節で述べたように，科学技術の発達に伴い

目覚ましい発展を遂げた現代社会は，目に「見え

るもの」を全体像としてとらえるのではなく，細

分化して観察し，その「機能」に「価値」を与え

てきた。科学技術や経済の分野では，それが大い

に力を発揮した。また，医療分野においても，例

えば，人工的に「肉体」の一部をつくることに成

功したおかげで，多くの「いのち」が助けられる

ようになった。このような側面から見ると，人間

がよりよく生きたいという願いを叶える方向に，

社会が発展してきたといえる。 

だが，人間そのものはモノではない。なぜなら，

機械である時計は，バラバラに分解しても組み立

てれば時計として機能するが，人工的につくった

「肉体」を組み立てても，「いのち」は宿らないか

らである。人間の体の一部は，人工臓器として置

き換えることができても，「いのち」を置き換える

ことはできないのである。このことを踏まえず，

人間を「目に見える」「からだ」の存在としてしか

認識しなければ，人間をモノ扱いすることにつな

がりかねない。 

中村は，「以前は子どもは“授かる”と言って

いましたが，今では多くの人が“つくる”と言い

ます。つくるとなると，機械のように自分の思い

どおりにしたいという気持ちが出てしまう。アメ

リカでは，髪や眼の色など好みの精子を選んでの

人工授精が行われています。これは，思いどおり

にならないときには否定に向かうことを意味しま

す」(24)と述べている。人間を機械のように，一

部の「機能」だけで見るということは，「機能」と

してのかかわりしか見ないことになり，結果とし

て「モノ扱い」をすることにつながるということ

である。これは，「機能」としての価値がなくなれ

ば，その人の「存在」そのものを否定することに

つながりかねないことに警鐘を鳴らしているとと

らえることができる。 

吉川は，学校教育の中で扱われる「いのち」に

ついて，「『からだのいのち』に特化されてはいな

いか。（中略）『つながりのいのち』の視点から『い

のちの大切さ』を子どもたちに伝えているであろ

うか」(25)と指摘している。「からだのいのち」を

大切にする教育は，重要なことである。しかし，

それだけで終わることなく，目に見えない「心」

や「つながり」に目を向けなければならないと指

摘しているのである。続けて吉川は，人が「亡く

なっても，自分と交わした言葉は残っているし，

その人の声や顔やかたちは思い出せる。（中略）そ

の人が残してくれた人と人のつながりは失われて

はいないことを自覚できるような教育」(26)が必

要だと述べている。「いのち」の教育を，「からだ

のいのち」からはじめたとしても，それだけで終

わってはいけないという意味と解釈できる。 

そこには「からだのいのち」を大切にする教育

はもちろん大切であるが，「からだのいのち」と共

にある「心やつながりのいのち」にも焦点をあて

てその存在を実感できるような教育の推進がさら

に求められていると考える。 

ここで忘れてはならないことは，「他者」と「自

分」との関係が希薄な状態では，「こころのいのち」

「つながりのいのち」の実感は得られないという

ことである。第２節でも述べたように，「他者」を

「人ごと」としてとらえるだけでは，単なる知識

としての認識にとどまるであろう。「他者」を「自

分」と重ね合わせ，「自分のこと」としてとらえる

ことにより，「いのち」の存在を実感することがで

きるのである。そのためには，かけがえのない「い

のち」と「いのち」との「出会い」が必要なので

ある。 

 

（２）かけがえのない「出会い」 

 かけがえのない「いのち」と「いのち」との「出

会い」は，どのようにして生まれるのだろうか。  

次の文は，サン＝テグジュペリ作『星の王子さ

ま』の一節を抜粋したものである。 
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この一節からは，人と人との「出会い」につい

て考えることができる。例えば，私たちは，人と

かかわりを持つとき，その人のある部分だけを見

て，判断していることはないだろうか。ここにで

てくる大人のように，子どもの友達の人物像を知

るために，年齢や親の収入など，「目に見える」

「数値化」できるものだけで判断しようとするこ

とはないだろうか。また肩書きや「自分」にとっ

てつきあう価値があるかないかという基準で人を

判断することはないだろうか。そのような出会い

は，ここでいうかけがえのない出会いとはほど遠

い「出会い」の姿である。 

 乳児期の子どもは，不快なことがあれば声に出

して泣いたり声を発したりするなど，何らかのサ

インを出しながらコミュニケーションを求める姿

がみられる。この泣き声や発する音声は，いつも

同じように聞こえるかもしれないが，その母親に

は，子どもがどのような状態にあるのか，何をし

てほしいのかが容易にわかるという。それは，母

親が「子ども」という存在を丸ごと受け入れてい

るからではないかと考える。母親にとって，子ど

もは「特別な存在」である。同時に，子どもにとっ

ても，お母さんは，自分を丸ごと理解してくれる

「特別な存在」である。いわゆる，お互いが，お

互いにとって「かけがえのない」存在なのである。 

 それでは，「かけがえのない」存在とは，どのよ

うにして生まれるのだろうか。同じく，『星の王子

さま』より，一節を抜粋する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お互いに深くかかわることで，お互いが「特別

な存在」となる。そのようなかけがえのない「出

会い」が，人生を豊かで充実したものにしてくれ

るはずである。そのためには，「他者」を漠然とし

た形でながめるのではなく，その「存在」をしっ

かりと意識しなくてはならない。例えるならば，

「他者」を「十万ものキツネ」としてながめるの

ではなく，「一ぴきしかいないキツネ」として出会

わなくてはならないのである。これは，英語でい

うところの“a fox”と“the fox”の違いに相当

する。すなわち「十万ものキツネ」としての「キ

ツネ」は“a fox”であり，「一ぴきしかいないキ

ツネ」が“the fox”なのである。“a fox”は，頭

の中で言葉の「概念」としてとらえたキツネであ

り，“the fox”は，具体的に存在する個別のキツ

ネである。英語の，不定冠詞（a,an）と定冠詞（the）

の違いは，日本語を母国語とするものにとっては，

わかりにくいかもしれないが，この違いは，非常

に大切な視点である。 

人間は，言葉を使ってお互いに話をするとき，

概念として一般化されたものをよりどころにして

話をする。例えば，「夕日はきれいだ」という話を

するとき，それぞれがこれまでに自分が体験した

「きれいな夕日」をもとに，話を進めることにな

る。しかし，話をする者同士はお互いが具体的に

どんな夕日を思い描いているかは触れずに話を進

める場合が多い。同じ時間，同じ場所から，同じ

夕日をみた，という体験をしていなくても，会話

そのものは成立するのである。 

「命は大切だ」という話をして，「その通りだ」

とうなずいた場合も，同じことが起きることはな

いだろうか。「命は大切だ」ということが，実感を

伴ったものとして受け止められるのではなく，一

般化された，抽象的なイメージの世界の中だけで

話のやりとりが展開されている場合も少なくない

のではないだろうか。 

「いのち」というものを，概念としてだけでと

らえるのではなく，実在するものとして感じるた

めには，具体的な「いのち」の存在を実感する必

要がある。知識や観念としてではなく，まさに目

の前に，共に存在するものとして認識を深めなけ

ればならない。つまり，「a いのち」ではなく「the 

いのち」として感じることが必要なのである。 

また，かけがえのない「出会い」は，「自分」

にとって損か得かといった利害関係や打算に基づ

く『我―それ』の関係ではなく，「いのち」と「い

のち」とが響き合う『我―汝』の関係を築くもの

 新しくできた友だちの話をするとき，おとなの

人は，かんじんかなめのことはききません。〈ど

んな声の人？〉とか，〈どんな遊びが好き？〉（中

略）とかいうようなことは，てんできかずに，〈そ

の人，いくつ？〉とか（中略）〈おとうさんは，

どのくらいお金を取っていますか〉とかいうよう

なことを，きくのです。そして，やっと，どんな

人か，わかったつもりになるのです。   (27)

「あんたの目から見ると，おれは，十万ものキツ

ネとおんなじなんだ。だけど，あんたがおれを飼

いならすと，おれたちはもうおたがいに，はなれ

ちゃいられなくなるよ。あんたは，おれにとって，

この世でたったひとりのひとになるし，おれは，

あんたにとって，かけがえのないものになるんだ

よ…」とキツネがいいました。（中略）王子さまは

こういいました。（中略）「あのキツネは，はじめ，

十万ものキツネとおんなじだった。だけど，いま

じゃ，もう，ぼくの友達になっているんだから，

この世に一ぴきしかいないキツネなんだよ」(28) 
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自 尊 感 情 の 高 ま り 

である。「他者」と「自分」が，実在する「いのち」

と「いのち」として，共に響き合うことが，何よ

りも大切なのである。 

 

（３）人生とは「出会い」 

 人間が心豊かになるということは，かけがえの

ない「出会い」を持つことであり，このような「他

者」との「関係性」の中で，生きるということで

あると考える。特に，自分の「いのち」を輝かせ

るためにはまず，「他者」とかけがえのない「出会

い」の関係を結ぶことが必要であると考える。 

ところが，現状では，前述したように，子ども

たちの「人間関係を形成する力の低下」が課題と

して示され，コミュニケーション能力や，自己表

現力を高める教育の重要性が改めて指摘されてい

る。そして，人間関係作りやコミュニケーション

をとるためのスキルを育成する取組が推進されて

いる。 

 一宮は，「人生は『出会い』である。出会いを拒

否する人には人生はない」「出会いのなかに『やさ

しさ』と『謙虚さ』がある時，それは素晴らしい

出会いとなり，温かい人間関係が形成されて生き

る喜びとなり，理性でもって充実した人生となる」

(29)と述べている。 

「やさしさ」や「謙虚」な心は，「他者」を「人

ごと」として，距離を置いた中では生まれてこな

い。「他者」と「自分」が共にいる，「人」を「自

分のこと」として想うことから生まれてくるので

ある。かけがえのない「他者」とのつながりの中

で，「自分」の存在を実感することができたとき，

つまり，「他者」と「自分」との間に『我―汝』の

関係が築かれたときにこそ「やさしさ」や「謙虚

さ」が生まれてくるのである。 

一方，一宮は，「やさしさの逆の「敵意」と謙

虚さの逆の『傲慢・自慢』は，人間関係を崩壊せ

しめ，『孤』となり，そこから人生が消える」(30)

と述べている。傲慢な考えは「自分」を中心とし

て「他者」を見ることによって生まれる。それは，

自分より優れたことを考えたり，自分の考えも及

ばないことをしたりする「他者」の存在を，素直

に受け入れることができないことになる。そして

「他者」との関係がうまく結べないことで，「自分」

が孤立する方向に向かうことになる。まさしく，

「敵意」や「傲慢・自慢」の心は，「他者」と「自

分」が『我―それ』の関係であるときに生じるも

のであろう。 

第２節で触れたブーバーの「人間を孤独にし，

社会を殺伐とさせるのが『我―それ』の関係であ

る」という言葉にもあるように，「他者」と出会う

とき，『我―汝』の関係として出会うか，『我―そ

れ」の関係として出会うかによって，「自分」自身

の人生が，充実した人生となるかという大きな岐

路に立つことになるのである。 

『我―汝』の関係として出会うか，『我―それ』

の関係として出会うかは，「他者」とどのようにか

かわるかで決まってくる。ブーバーは，「憎悪され

得るのはひとつの存在のただ一部分でしかない。」

(31)と述べ，「憎悪」という感情は，「他者」の一

部分だけをとらえたものにすぎず,それだけで，

「他者」の全体ととらえてしまうことに,警告を発

している。一部分だけをとらえて，それを「全体」

化した「他者」は，作られたイメージの中の姿で

あって，本当の「他者」の姿ではない。その中で

「敵意」が生まれるのは，「他者」の一部をとらえ

たに過ぎないというのである。作られたイメージ

の中で存在する架空の「他者」ではなく，目の前

に実際に存在する実像の「他者」として，出会わ

なければならないのである。 

「かけがえのないいのち」を持った「他者」と

「かけがえのないいのち」を持った「自分」とが

出会わなければ，かけがえのない「出会い」とは

ならない。人生を豊かで充実したものにするため

には，つまり，「自分」を生き生きとしたものにす

るためには，かけがえのない「出会い」が必要な

のである。 

 

（４）生きものの本質としての「いのち」 

今まで述べてきたことを踏まえると「いのち」

は「関係性」の中にこそ存在するのではないかと

考えられる。 

図1-3は，「いのち」の存在を「他者との豊かな

出会い」と「自尊感情の高まり」との関連の中で

図に表したものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図1-3 「いのち」の存在 
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一般的に使われる「三人称の命」は，確かに存

在している。しかし，それは，頭の中で認識した，

知識としての「命」である。生きものの本質とし

ての「いのち」，かけがえのない「いのち」は，「他

者」と「自分」との「関係性」の中に存在するの

である。他者との豊かな「出会い」と，それによっ

て，「自分」を肯定的に受け止める「自尊感情の高

まり」の中に「いのち」は存在する。「かけがえの

ない存在」として出会った「他者」と，「かけがえ

のない存在」として認識した「自分」との間にこ

そ，「いのち」は存在するのである。 

「いのち」はつながりそのものであり，共に存

在し，共に生きるものである。たとえ体の命が無

くなっても，それで，すべてが終結するのでない。

「いのち」は残された者の中で，共に生き，共に

成長する存在なのである。 

「いのち」を大切にする心は，「他者」との豊

かな出会いの中ではぐくまれる。かけがえのない

「いのち」を持った「他者」と出会い，お互いが

響き合う中でこそ，かけがえのない「いのち」を

持った「自分」自身が生き生きと輝きを増すので

ある。 

(4) 中央教育審議会初等中等教育分科会教育課程部会 豊かな心

をはぐくむ教育の在り方に関する専門部会（第7回）議事録・

配付資料4  

http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo3/g

ijiroku/019/06080911/001.htm 2007.12.10 

(5) 斉藤啓一『ブーバーに学ぶ』日本教文社 2004.12 p.178 

(6) 村田純一『「わたし」を探検する』岩波書店 2007.10  

pp..ⅳ～ⅴ 

(7) 鷲田清一『着飾る自分，質素な自分』KTC中央出版 2004.1 

p.176 

(8) 鷲田清一『じぶん・この不思議な存在』 講談社現代新書

2007.4 p.15 

(9)前掲(8) pp..160～163 

(10)マルティン・ブーバー『我と汝・対話』みすず書房 2004.5 p.6 

(11) 日野原重明「基調提案」『K.G.りぶれっと No.16 こども

に命の大切さを教える』関西学院大学出版会 2007.2 p.7 

(12)水野治太郎「はじめに」『おとなのいのちの教育』河出書房

新社 2006.11 pp..8～9 

(13)毎日新聞記事 2006.11.3  

(14)柳田邦男「犠牲 わが息子・脳死の11日」『文藝春秋1000

号記念号』文藝春秋 1994 

(15)養老孟司『死の壁』新潮社 2007.8 p.76 

(16)前掲(15) pp..76～83 

(17) 速水敏彦『他人を見下す若者たち』講談社現代新書 2006.7 

p.57 

(18)中教審答申「幼稚園，小学校，中学校，高等学校及び特別支

援学校の学習指導要領等の改善について (7) 豊かな心や

健やかな体の育成のための指導の充実」『内外教育No.5797』

時事通信社 p.14 

(19)前掲(10) p.5 

(20)前掲(10) p.6 

(21)前掲(5) p.10 

(22)前掲(5) p.12 

(23)前田智弘 京都新聞記事(2005.4.29)『窓』 

(24)中村桂子「生きものであることを忘れずに」『平成17年度版

小学校国語学習指導書六（上）創造』光村図書 2005.2 p.76 

(25)吉川武彦「『からだのいのち』『こころのいのち』『つなが

りのいのち』」『教育研究No.1248』不昧堂出版 2006.2 p.12 

(26)前掲(25) p.17 

(27)サン＝テグジュぺリ『星の王子さま』岩波書店 2007.6 pp..26

～27 

(28)前掲(27) pp..94～102 

(29)一宮俊一・松村晴路『出会いとふれ合いの人間関係論』 

法律文化社 2000.4 p.1 

(30)前掲(29) p.1 

(31)前掲(10) p.24 

 

第２章「生き方」に迫る道徳 
 

第１節 「一人称のいのち」を生き生きと輝かせ

るために 

 

（１）「他者」の「生き方」を「自分のこと」とし

てとらえる 

 中学校学習指導要領解説－道徳編－の中には，

道徳教育は，「『人生いかに生きるべきか』という

生き方の問題」(32)「人格の形成の基本にかかわ

るもの」(33)であるとし，その人格の形成は，「人

が自己を主体的に形成することによって行われ

る」(34)とある。 

 また，京都市では，学校教育の重点の中で，「お

互いの生き方や価値観を認め合いながら，人間と

しての在り方・生き方を共に考え行動する『しな

やかな道徳教育』を家庭・地域と共に推進する」

(35)と掲げている。これは，生き方や価値観を押

し付けるのではなく，互いを認め合いながら，共

に考え，行動していこうという提案である。 

一昔前は，子は親の背中を見て育つと言われ，

家族や社会の様々な人間関係の中で，いろいろな

生き方との「出会い」があった。多様なかかわり

のある社会では，意識せずとも，共に暮らす中で，

いろいろな「生き方」を感じることができたわけ

である。しかし，前述した通り，家庭や地域社会

の教育力の低下が指摘されているように，「つな

がり」や「かかわり」が希薄化しつつある現代社

会では，意識しなければ，「他者」の「生き方」は

見えてこない状況にある。さらに，前章で述べた

ように，自分の存在価値を見失いがちな生徒や，

失敗や挫折の苦しみから逃れるために「自分」の

存在さえも「人ごと」の感覚でとらえてしまう生

徒が一部にいる。それは，「よりよく生きたい」と
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いう思いがあっても，どのように生きればいいの

かわからないという苦悩する姿の表れかもしれな

い。だとすれば，「自分」の「生き方」を模索する

ためには，まずは，「他者」の「生き方」に接する

中で，「自分」の存在を見出していくことから始め

なければならない。 

しかし，「自分」の「生き方」というものは，

押し付けられて，それを見い出すというようなも

のではない。また，頭の中で，単なる知識として

学んだだけでは，すぐに具体的な行動に結びつく

というものでもない。学習指導要領解説にある「主

体的に」という言葉の意味に着目するならば，「自

分自身」で自己の人格を形成することが望ましい

姿である。そのことから考えると，「道徳」の時間

に多様な価値観と出会うことは，「自分」の「生き

方」を模索する上で本当に貴重な時間になるとい

えるのではないだろうか。 

柴原は，「『自分だったら…』『自分にとっては

…』といったように自分自身のこととして深く考

え抜くことが必要である。そこまで突き詰めない

限り，自分自身の生き方につながっていかない」

（36）と述べている。つまり，「他者」の存在を「人

ごと」ではなく，「自分のこと」としてとらえなお

さなければ，自分自身の「生き方」につなげてい

くことはできないのである。 

図2-1は，「生き方」に迫る道徳のイメージを図

に表したものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図2-1 「生き方」に迫る道徳 イメージ図 

 

教師が，道徳を通して，様々な「生き方」を示

すときには，単に紹介をするのではなく，生徒に

とって「かけがえのない出会い」となるように意

図しなければならない。様々な「生き方」を提示

しても，生徒がそれを「人ごと」として出会うだ

けでは，「自分」の「生き方」に反映することはむ 

ずかしいからである。 

図に示したように「他者」の「生き方」を示す

際，その「生き方」が「三人称」ではなく「二人

称」の存在になるような働きかけが必要である。

同様に「二人称」が「一人称」の存在になるよう

働きかける「関係性」を築くための工夫が必要な

のである。 

このような工夫が有効に働けば，「自分」を生

き生きと輝かせる「生き方」に迫ることができる

と考える。どのような教材を活用するにしても，

「他者」の「生き方」を「自分のこと」としてと

らえられるような工夫が必要なのである。 

 

（２）「他者」より「自分」という視点 

 人間は，様々な「他者」との「関係性」の中で

生活している。学習指導要領解説には，「仲間集団

は，中学生の自己形成にも大きな影響を及ぼす。

なぜなら，自己の探求は，決して他の人々から隔

離されたところで行われるのではなく，他者の在

り方や他者とのかかわり方が，そこに重要な役割

を果たすからである」(37)と示されている。中学

生の態度や行動は，人間関係作りだけでなく，お

互いの「自己形成」に大きな影響を与え合ってい

ることが推測できる。このように考えると，「他者」

と「自分」とがどのような「関係性」を築くのか

ということが，「自己形成」にもかかわる，重要な

ことであることがわかる。  

毎日の生活の中には，楽しいことやうれしいこ

とばかりではなく，嫌なことや，辛いこともある。

ちょっとしたことで，友達とケンカをしたり，言

い合いになったりすることもある。そんな時，そ

の原因を，「自分」に向けて，反省するのではなく

て，「他者」に求めてしまうことがあるのではない

だろうか。しかし，今まで述べてきたように，今

の「自分」が「他者」との「関係性」の中に存在

しているという考えに立てば，ケンカや言い合い

の原因の一端は，実は「自分」のほうにこそある

のではないか，という視点も成り立つことになる。

つまり，「他者」が変わることだけを求めるのでは

なく，「自分」を変えることによって，両者の「関

係性」を改善することができるということがいえ

るのである。 

道徳教育を進める際に，特に人間相互の「関係

性」を意識することが大切である。「他者」の在り

方や，「他者」とのかかわりを通して「自分」を見

つめることができるだけでなく，「自分」のより具

体的な「生き方」を，主体的に考えることができ

るからである。主体的に「自分」の「生き方」を

とらえることによってこそ，「自分」を生き生きと

輝かせることにつながるのではないかと考える。 

 

 
『生き方』に迫る道徳 

生き生きと 
輝いた 

「自分」の 
『生き方』 

「一人称の 
いのち」 

「人ごと」として 
とらえた『他者』

の『生き方』 
 

「三人称の 
いのち」 

「自分のこと」 
としてとらえた 

『他者』の『生き方』 
 

「二人称の 
いのち」 
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（３）「自分のコンパス」作り 

 「自分」の人生を，生き生きと輝いたものにす

るためには，まず，「自分」が「自分」という存在

をはっきりと認識しなくてはならない。その上で，

「自分自身」が「自分」の人生を歩むための，指

針となるものを作り上げなくてはならない。その

「生き方」の指針となるのが「道徳」である。 

道徳の目標では，「道徳性」について，「人間と

しての本来的なあり方やよりよい生き方を目指し

てなされる道徳的行為を可能にする人格的特性で

あり，人格の基盤をなすもの」「人間社会における

様々な体験を通して学び，開花させ，固有のもの

を形成していく」(38)ものであるとしている。い

いかえれば，道徳は，「生き方」にふれ，それを生

徒一人一人が「自分のこと」としてとらえる中で，

「道徳性」を養い，「自分自身」を形成していく学

習である。一人一人が主体的に生きるために必要

な「自分のコンパス」作りを手助けするものとも

いえるだろう。 

茂木は「絶対的な座標軸の存在が，その人に

とって，生きるということの決め手になるのだと

思う」(39)と述べている。人生の荒波を乗り越え

ていくとき，確固たる「自分のコンパス」があれ

ば，「自分」を見失うことなく前へ進むことができ

る。「自分」という存在をしっかりと認識し，自分

の考えを持っていれば，その場の状況に押し流さ

れることなく，「自分」の人生を歩むことができる。 

 ただし，「自分」の中に「自分のコンパス」をつ

くるのは，あくまでも「自分」である。そのコン

パスを使って人生を歩むのも「自分」である。だ

からこそ，「自分」という存在をしっかりと認識し

なければならないのである。 

道徳教育は，「自分」という存在認識を明確に

するとともに「自分のコンパス」作りを手助けし

てくれるものである。その指導においては，特に

「関係性」を意識した教材や学習展開の工夫が求

められる。 

「自分」の存在，すなわち，「一人称のいのち」

が生き生きと輝くような，「自分」をとりまく「他

者」との「関係性」を，道徳教育を通して築いて

いかなければならない。 

 

第２節 「関係性」でとらえた「道徳」 

 

（１）「生命尊重」の「生命」から「関係性」の「い

のち」へ 

 ア「自分のこと」としてとらえる 

 道徳教育は「生徒一人一人が人間尊重の精神と

生命に対する畏敬の念を培い，それらを家庭，学

校，その他社会における具体的な生活の中に生か

すことができるようにしなければならない」(40)

と明記されている。それでは，「生活の中に生かす」

ことができるような道徳性をはぐくむためには，

どうすればよいのだろうか。 

柴原は「『生命尊重』という道徳的価値を自分

自身と切り離したところで理解するだけでは，

けっして，自覚にいたるものにはならない」(41)

と述べている。「自分とのかかわり」もないままに，

「人ごと」として受け止めるだけならば，生活の

中に生かすことはできない。道徳教育では，常に

「自分のこと」としてとらえる視点が大切なので

ある。「生命尊重」を自分自身と切り離して「人ご

と」としてとらえただけでは，「知識」として理解

しているだけで，実感を伴った「自覚」にはつな

がらない，という課題が，そこにはあるのである。 

前述図1-2(p.8)で示したように，「他者」の

「生」や「死」を，「人ごと」感覚でとらえていて

は，「自分」の「生」と結びつけることはむずかし

い。すなわち，「いのち」の存在を「三人称のいの

ち」としてとらえていては，「一人称のいのち」と

結びつけることはむずかしいのである。「他者」を

「自分のこと」つまり，「二人称のいのち」として

とらえることによって初めて，「一人称のいのち」

を深くとらえることができるのである。 

「生命は尊重されるべきである」という理由を

たくさん並べても，道徳的価値が身につくとは限

らない。道徳教育にこそ，「他者」を「自分のこと」

としてとらえることのできる「関係性」を築くた

めの工夫が求められているのである。 

この課題を解決するためには，「自分」とのか

かわりで道徳的な価値がとらえられる段階を意識

した学習活動が必要になるであろう。また「自分」

とかかわりがあるかどうかだけではなく，かかわ

りの深さ・強さといった観点からも検討を加える

ことが必要になる。 

 

イ「生命尊重」を理解するために 

学習指導要領解説には，3-(2)の内容項目とし

て，「生命の尊さを理解し，かけがえのない自他の

生命を尊重する」(42)と記されている。 

「生命の尊さ」の理解について，柴原は，「『生

命の尊さ』の理解は，生徒一人一人の『生命』に

対する価値としての認識以前に，存在としての『生

命』に対する確かな認識がはぐくまれていること
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が必要」(43)と述べている。 

「生命の尊さ」を理解するためには，「生命そ

のもの」を理解していなければならない。これは，

今まで筆者が使用してきた言葉でいうと，存在と

しての「生命」，つまり，「いのち」に対する確か

な認識がはぐくまれていることが必要であると考

える。 

「生命」とはどのようなものかを解明すること

はむずかしいが，第１章で述べたように，「いのち」

の存在を「関係性」の中でとらえることによって，

「生命」に対するより確かな認識がはぐくまれて

いくのではないかと考える。「かけがえのないいの

ち」を持った「他者」と「かけがえのないいのち」

をもった「自分」という存在を意識した中で，か

かわることが大切なのである。 

まず，学習指導要領解説の指導の指針を例にあ

げる。本指針には「豊かな体験を通して内面に根

ざした道徳性の育成を図る」(44)と記されている

が，この「豊かな」という言葉は，種類や量が多

いということだけを指しているのではなく，体験

の在り方そのものに深くかかわっているのではな

いかと思われる。 

例えば，ペットを飼うという体験をしたすべて

の生徒が「生命」についての理解が深くなってい

るとは限らないのである。体験の多さよりも，そ

のペットを単なる所有物としてとらえているか，

かけがえのない家族としてとらえているかによっ

て，「いのち」の認識が違うからである。 

「生命の尊さ」「生命」を理解するときには，

「他者」と「自分」とのかけがえのない「関係性」

にまで踏み込むことが必要なのであり，その「関

係性」を意識した中でとらえた「生命尊重」でな

ければならないと考える。 

人間は，「いのち」と「いのち」とが響き合う

「関係性」の中で生きていると考えることが大切

である。「生命の尊さ」の理解の前にある，「生命」

そのものに対する理解は，「関係性」を意識した中

で深まるであろう。そして，「いのちを大切にする

心」は，このような「他者」との「関係性」をしっ

かりと意識した中ではぐくまれるのではないかと

考えるのである。 

 

（２）「道徳」の内容を「関係性」でとらえる 

中学校では，道徳教育の目標を達成するために

指導すべき内容項目を4つの視点，23の項目に分け

て示している。 

柴原は「すべての道徳性は，生命が価値あるも

のとして尊重されることを前提として，はじめて

成り立つもの」(45)と述べている。道徳教育の役

割が「道徳性の育成」であることを考えると，す

べての道徳性の育成のためには，「生命の尊重」が

前提となっているということをさしているといえ

る。ここでいう「生命の尊重」は，「生命そのもの」，

存在としての「生命」，つまり，「いのち」の存在

を実感することが，その基礎にあるべきであると

考える。このことから，「道徳性」の育成のために

は，「関係性」の中に存在する「いのち」について

の認識を深める必要があるとともに，同時に，「関

係性」の中に存在する「いのち」を認識すること

によって，すべての「道徳性」がはぐくまれると

もいえるのではないかと考える。 

学習指導要領に記されている内容項目の4つの

視点は次の通りである。（46） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これらの4つの視点は，単独に存在するのでは

なく，相互に深い関連をもっている。この深い関

連の中で，道徳性を養い，「自分」の人格を形成し

ていくのである。 

 「自分」の人格を形成していくためには，まず

確かな自己理解が必要である。ただし，「自分」の

存在は，「自分」だけを見つめても，認識できない。

自らを「かけがえのない存在」として認識するた

めには，第二や第三，第四の視点として示されて

いる「他者」との深いかかわりが必要なのである。

このことは，第１章でも述べたように「他者」と

「自分」との「関係性」の中で，「自分」の本質で

ある「一人称のいのち」の存在を，肯定的に認識

するということである，と考える。 

 また，七條は，他者理解について「自己とのか

かわりにおいて理解し信頼を深めることであり，

1．主として自分自身に関すること 

   自己の在り方を自分自身とのかかわりにおいてとら

え，望ましい自己の形成を図ることに関するもの 
 

2．主として他の人とのかかわりに関すること 

   自己を他の人とのかかわりの中でとらえ，望ましい人

間関係の育成を図ることに関するもの 
 
3．主として自然や崇高なものとのかかわりに関すること

   自己を自然や美しいもの，崇高なものとのかかわりにおい

てとらえ，人間としての自覚を深めることに関するもの
 
4．主として集団や社会とのかかわりに関すること 

   自己を様々な社会集団や郷土，国家，国際社会とのか

かわりの中でとらえ，国際社会に生きる日本人として

の自覚にたち，平和的で文化的な社会及び国家の成員

として必要な道徳性の育成を図ることに関するもの 
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そのことによって自己の生き方につながる存在と

して理解が深まるとともに意味をもつものであ

る」(47)と述べている。 

「他者」の存在は，「他者」だけを独立したもの

として理解するのではなく，「自分」とのかかわり

の中で「理解」するのである。「他者」を深く理解

するということは，「他者」と「自分の生き方」に

までつながるようなかかわり方をするということ

である。このことは，第１章でも述べたように，

「他者」と「自分」との関係性の中で「他者」を

認識することであり，その「他者」を「人ごと」

ではなく「自分のこと」としてとらえたとき，そ

の「他者」は，「一人称のいのち」を生き生きと輝

かせる存在になるということである，と考える。 

 その際，「いかにかかわるか」ということが大切

な視点になる。前述したように，かかわりの在り

方によっては，関係性の強さや深さは様々である

が，よりよくかかわるためにこそ，かかわる対象

である「他者」を十分理解することが必要なので

ある。 

 「一人称のいのち」が生き生きと輝くためには，

「他者」とよりよい「関係性」を築くことが必要

である。「他者」とよりよい「関係性」を築くため

には，「他者」を一部分としてではなく，「見える

部分」も「見えない部分」もすべて含んだ「かけ

がえのない存在」として，認識することが大切で

あると考える。 

さらに，七條は「一人一人の人間は，（中略）

誰かとのかかわりにおいてはじめてかけがえのな

い存在となるのである」(48)と説明している。 

「他者」も「自分」もかけがえのない存在であ

る。「いのちは，かけがえのないものだから大切に

しなければいけない」という言葉もよく見聞きす

る。しかし，よく考えてみると「かけがえのない

他者」と「かけがえのない自分」がそれぞれ単独

に存在しているのではないのである。「他者」と

「自分」との「関係性」の中で，お互いが「かけ

がえのない存在」となるのである。さらに言及す

るならば「かけがえのないいのち」をもった「他

者」と「かけがえのないいのち」をもった「自分」

が出会うことがなければ，それぞれが「かけがえ

のない存在」とはなり得ないのである。 

このことから，「他者のいのちをかけがえのな

い大切なもの」と実感できるような「関係性」が

構築されて，初めて「自分のいのちがかけがえの

ない大切なもの」として認識されると言い換える

ことができる。「他者のいのち」と「自分のいのち」

とが響きあう中で，初めてお互いが「かけがえの

ない大切な存在」となるのである。 

 「かけがえのない他者」との「関係性」を通し

て，「自分」がかけがえのない存在として，生き生

きと輝く「一人称のいのち」の存在を実感するの

である。この観点から考えると，道徳の内容項目

を「いのち」を中心とした「関係性」の中でとら

えることができるのではないか，と考える。 

図2-2は，「いのち」を中心とした内容項目の関連

を図に表したものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図2-2 「いのち」を中心とした内容項目の関連図 

 

 図2-2で示したように，「生命」ではなく，「関係

性」の中に存在する「いのち」を中心にして内容

項目の四つの視点を「関係性」の輪の中で考える

ことによって，「関係性」の中に存在する「いのち」

を見つめることができるのではないかと考える。 

 この観点から考えると，「他者」と「自分」との

「関係性」の中で「自分」の存在を認識すること

ができる。さらに，「他者」と「自分」との「関係

性」の中で「自分」が生きていることを実感する

ことができれば，「一人称のいのち」を「他者」と

の「関係性」の中で，生き生きと輝かせることが

できるのではないかと考えるのである。 

 

（３）人間の力を超えたもの～畏敬の念～ 

 道徳教育の目標に「人間尊重の精神と生命に対

する畏敬の念を培う」(49)とある。そしてそれは，

「人間尊重の精神が生命に対する畏敬の念に根ざ

すことによって，より深まりと広がりをもってと

らえられるから」(50)としている。 

学習指導要領解説の中には，「生命に対する畏

敬の念は，人間存在そのもののあるいは生命その

ものの意味を深く問うときに求められる基本的精

神であり，生命のかけがえのなさに気付き，生命

あるものを慈しみ，畏れ，敬い，尊ぶことを意味

 

いのち 

③自然や 
崇高なもの 

② 他の人①自分自身

④集団や 

社会 
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する」(51)と示されている。しかも，この「畏敬

の念」は，道徳の一項目としてだけではなく，道

徳教育の目標の中で，一貫して述べられているこ

とでもある。では，生命に対する畏敬の念とはど

のようにとらえることができるのだろうか。 

 河合は「日本人は特定の神や宗教を信じていな

くとも，その生活全体のなかに宗教が混じりこん

で生きている国民である。ご飯粒ひとつを大切に

するような生き方のなかに，その宗教性が認めら

れた」 (52)と述べている。 

「人間の力を超えた存在」というイメージは，

神聖なもの，宗教的なものと結びついて，個人の

信条として，受け入れがたいと感じる人もいるか

もしれない。しかし，特定の宗教を意識しなくと

も，この自然の世界の中には，「人間の力を超えた

もの」が存在しているということを，私達は日々

実感しているのはないだろうか。例えば，地球温

暖化が，世界中で大きな問題となっているが，人

間は，自然環境を破壊できても，自然を支配する

ことはできないのである。昔から，台風や地震等

の自然災害を経験してきた日本では，自然の中に

「人間の力を超えた存在」を感じていたはずであ

る。 

ところが，科学技術の発達により人間があたか

も絶対的な存在であるかのように，社会の流れは

進んできたところがある。その結果，「自然」や「い

のち」という「人間の力を超えた存在」があると

いう意識が，希薄化してきたのかもしれない。 

諸富は「畏敬の念」について「“向こう側から，

いつも私たちに注がれている怖い何者かからの視

線”を畏れる気持ち」「『畏敬の念』こそ，あらゆ

る道徳的価値の中で最も重要な価値である。（中

略）『畏敬の念』は，他のあらゆる道徳的価値にそ

の価値としての重みを与えるものである」(53)と

述べている。 

さらに小寺は，「生命に対する畏敬の念がはぐ

くまれ，生命を慈しみ尊重しようとする意欲や態

度が生徒の側に育っているのか，という問題意識

を持って学校の教育を見直してみる必要があるの

ではないか」(54)と問題提起している 

「畏敬の念」とは具体的にどのようなものか，

言葉で説明するのはむずかしい。ただ，第１章で

も述べたように，人工的に「肉体」をつくること

ができても，そこに「いのち」を吹き込むことは

できない。「いのち」の存在を語るとき，人間の力

の限界を知る必要があるとともに，「人間の力を

超えた存在」抜きには，「いのち」の存在を語るこ

とはできないことを再認識すべきなのである。「自

分」の存在が絶対的なものではなく，「人間の力を

超えた存在」としての「他者」との「関係性」の

中に存在することをしっかりと認識すべきであ

る。 

それでは，実際には「目に見えない」が，そこ

に確かに存在する「人間の力を超えた他者」を認

識しながら，道徳教育を指導するためにどのよう

な工夫が求められているのだろうか。 

その指導を行うために，諸富はそのポイントを

3点例示している。(55) 

①体験とそのふり返り 

・体験をする 

・ふり返る（言語化し他者と分かち合う） 

②イメージの活用 

③圧倒的な迫力をもつ資料の開発 

 「体験とそのふり返り」では，その活動例とし

て美しい大自然にふれたり，きらめく夜空の星を

眺めながら，星の話を聴いたりすることを例示し

ている。また，音楽に耳を傾けることにより，心

が揺り動かされたり心が打ち震えたりする体験を

例示している。そこには，「人間の力を超えた存

在」との出会いや，科学の力では解明できない心

の動きが大切であると考えられる。 

そして，それを体験するだけでなく，「言語化

し，他者と分かち合う」ことが提案されている。

単に体験しただけでなく，そのことを自分なりに

解釈し，イメージを言葉に表すことにより，自分

の思いをより確かにすることができるのであり，

同時に文章に表したり意見交流をし合ったりする

など「言語化」する活動を通して，その感動を他

者と分かち合い，「共感」することが重要視されて

いるのではないかと考える。 

 特に筆者は，「圧倒的な迫力をもつ資料の開発」

に着目している。これは，見る人や聞く人の心に

強く迫る内容であることはいうまでもないが，

「圧倒的」という言葉からも，単に「強さ」だけ

ではなく，心の「深い」ところで感動を呼び起こ

すような資料の開発が望まれていることと解釈す

ることができる。 

確かに，「畏敬の念」について学習するうえで，

教材や学習展開の工夫が求められるところではあ

るが，諸冨のいうように，深い感動を伴うものに

ならなければならない。その感動は，一人一人違

うものかもしれないが，「他者」と分かち合うこと

でこそ，さらに深く共感できるのではないかと考

える。 
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「人間の力を超えたもの」の存在を伝えること

はむずかしい。しかし，今まで述べてきたように，

「畏敬の念」を，知識として認識するだけでなく，

実感として生徒に体験させたいものである。目に

見える「他者」だけでなく，「目に見えない」「人

間を超えたもの」としての「他者」であろうと，

「人ごと」の感覚ではなく，「自分のこと」として

とらえることができるような「関係性」を築くこ

とが求められていると考える。 

 

第３節 「歌」を活用する中で 

（１）「自分」の身近にあるもの 

 これまで，「他者」を「三人称」の存在としてと

らえるのではなく，「自分のこと」，つまり，「二人

称」としてとらえることによって，「一人称」のい

のちが輝くという論を展開してきた。そして，こ

の「三人称」を「二人称」として，「二人称」を「一

人称」としてとらえるためには，「他者」との「関

係性」を築くための工夫が必要であることも述べ

てきた。 

では，「他者」との「関係性」を築くために，

道徳の授業の中で，どのような工夫ができるのだ

ろうか。 

図2-3は，生き方に迫る道徳教育の教材の工夫

について図に表したものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図2-3 「生き方」に迫る道徳教材の工夫 

 

図2-3で示したように，「生き方」に迫る道徳を

展開するためには，「三人称のいのち」を「二人称

のいのち」としてとらえ，「二人称のいのち」を「一

人称のいのち」として認識できるような工夫が必

要である。この「関係性」を築くために，まず，

教材の開発に取り組みたいと考えた。 

そのなかで，生徒の身近にあり，感性に訴えか

ける教材として，「歌」を活用することにした。 

歌には，様々な要素が含まれている。歌詞の中

には，作詞者自身がこだわった「生きた言葉」が

あり，その言葉には，作詞者の思いや願いが込め

られている。言い換えれば，歌詞の中には作詞者

自身の「生き方」が込められている場合が多いの

である。 

また，旋律には，言葉で表すことのできない，

なんとも心地よく，感性に訴えかける美しい「何

か」が存在している。そこには，科学的に説明で

きるものが一部にあるかもしれないが，多くは理

論や理屈を超えて，人の心を揺り動かす「何か」

が存在しており，時には，人を励ましたり，勇気

づけたり，慰めたりすることがあるものである。 

歌のなかに様々な思いを注ぎ込んでいる作詞

者・作曲者は，おそらく歌の中に，等身大の「自

分」を注ぎ込むことを試みているように思われる。 

筆者自身も，日頃から楽しいとき，うれしいと

き，つらいとき，悲しいときに，心に想う歌，感

動する歌がある。なんとなく聴いたことがあると，

過去の記憶とともによみがえる場合もある。また，

街中で流れてくる歌に，強烈な印象を受ける場合

もある。 

一斉授業で，一人一人受け止め方の違う生徒を

前にしたとき，個々の感性に訴えかけるものとし

ては，できるだけ，多様な側面があったほうが良

いように思われる。「自分」のこととして考え始め

るきっかけとしては，同じ歌を聴いたとしても，

歌詞をもとに作詞者の生き方と重ねる生徒もいれ

ば，旋律に感動を受ける生徒もいるだろう。 

その意味では，教材として取り上げる「歌」は，

できるだけ生徒の身近にあって，強く，深く情感

に訴える「歌」を選ぶことが大切である。 

 

（２）歌詞の中の「他者」に「自分」を重ねる 

歌を教材として取り上げる際，特に「歌詞」を

取り上げて学習展開をしていきたい。歌詞には，

作詞者の思いや考え方が込められており，そこか

ら作詞者の生き方そのものに通ずる内容が数多く

発信されているからである。 

歌詞に着目した学習展開をすることにより，次

の二つの側面を大切にしたい。 

一つ目は「共感」することである。「共感」す

るということは，生徒が，その「歌詞」に書かれ

た短いストーリーの中にある，作詞者が描いた生

き方に，「自分」を重ね合わせて聴いているという

ことである。その「歌詞」に登場する主人公に自

分を重ね，主人公の繰り広げる生き方をなぞり，

その歌に込められた作詞者の思いやメッセージに

心を動かされている姿でもある。これは，すでに，

作詞者の思いや，歩んできた人生そのものを「自

分のこと」として受け止めている行為になると思

 

 

『生き方』に迫る道徳教材の工夫

「一人称」
の 

「いのち」

「三人称」
の 

「いのち」 

「二人称」
の 

「いのち」 
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われる。生徒の身近にある，共感できる歌を活用

することによって，「三人称のいのち」から「二人

称いのち」の存在を認識する働きかけとなると考

える。 

二つ目は，「追体験」をすることである。生徒

にとって，初めて聴く歌でも，じっくりと歌詞を

味わうことにより，作者のその歌に込められた思

いや生き様を「追体験」することができるだろう。

作詞者の思いがどのようなものかを考えながら追

体験をすることは，「三人称のいのち」から「二人

称のいのち」に変わる働きかけになると期待でき

る。 

道徳では，読み物資料をじっくり読み味わいな

がら，登場人物の心の動きをとらえることがある。 

読み物資料を活用したとき，読み手はそこに登場

する人間の行動や考え方に学んだり，批判をした

りしながら考えをめぐらせることができる。これ

は主人公の行動やその時の思いを資料から読み取

ることによって「追体験」し，自分の考えや価値

観との比較しながら学習を進める意味では有効な

手法である。ただ，筆者の経験でいうと，初見で

長い文章が読みづらい生徒にとっては，文章を読

むことに時間をとられ，そこから，登場人物の心

情に迫るなどの話し合いの時間が十分にとれない

こともあった。 

歌詞は比較的コンパクトにまとめられたもの

が多く，時には余韻を残した表現などその解釈に

ついては聞き手の想像力にゆだねられる部分が多

い。逆に言えば，生徒一人一人の多様な想像に対

応しうるものであると言える。生徒が歌を聴いて

解釈をする際には，自身の経験と重ねるが故に一

人一人がまったく違うものになることが予想され

る。この「自分」のこととして「追体験」をする

ということや，多様な解釈が交流できることが大

切な要素であると考える。 

歌詞を素材にして，作詞者の思いに共感したり

追体験したりすることは，生徒の心に深く響くこ

とになるだろう。そこに，旋律が加わることで，

歌詞の意味がより豊かに解釈することができたり

旋律とともに新たな感動が生まれたりすること

が，歌を教材にした際の良さでもあろう。 

 

（３）「音楽」は「関係性」 

 人は，音楽を聴くと，その美しさに涙したり，

心にしみ込んでいくのを感じたり，あるいは，思

わず笑顔になるような感動を覚えることがある。

音楽にふれることで，人はなぜ感動を覚えるのだ

ろうか。 

斉藤は，「音楽の本質は，音そのものではなく，

音が作り出す調和的な関係性にある。（中略）人間

は，「関係性」に感動する存在だ」(56)と述べてい

る。例えばピアノには八十八の鍵盤があるが，一

つの鍵盤をたたいても，一つの音しか鳴らない。

しかし，調和的な関係性のもとに，八十八の鍵盤

の一音一音が演奏されるとき，美しい音楽となっ

て響くことになる。作曲家が作った法則に従い，

一音一音がリズムを伴って旋律や和音の中で響く

とき，一音だけでは得られなかった世界が作り出

されるのである。一音一音は単独の音である。し

かし，それらの「音」が調和的な関係性の中では，

まるで別物のような存在となって，人々の感動を

呼び起こすものになるのである。これまで，「他

者」と「自分」とのよりよい「関係性」を築くこ

とが大切であると述べてきたが，まさしく「音楽」

は，見事な「関係性」の上に成り立っているもの

だといえる。 

音楽に代表される「調和的な関係性の存在」に

よって心を震わせることは，貴重な体験である。

音楽という目に「見えない」ものを通して受ける

感性を育てることは，言い換えれば「目に見えな

い」ものの存在を体感することである。さらに言

及するならば，目には「見えない」けれども，確

かに存在する「何か」が，感動という形で私たち

に存在感を示しているのである。目に「見える」

ものを追求しがちな現代社会において，このよう

な体験こそ大切にすべきではないかと考える。 

また，茂木は，「本当にすばらしい演奏に接す

ると，その体験の記憶は一生残る」(57)と述べて

いる。感動は，その場だけのものではないという

のである。いい音楽との出会いは，聴いたときに

感動を覚えるだけでなく，何年かたった後に，ふ

としたきっかけで思い起こされ，再び心を動かす

ような力を持っている。 

中学生という時期に，じっくりと「歌詞」をか

みしめ，かけがえのない「他者」や「自分」自身

を見つめることは，一時のものではない。音楽を

通していつでもそれを思い出したときに，学習し

たときの「自分」と出会い，さらに「自分」を高

めたり深めたりすることができれば，中学時代の

一時間の授業での出来事だけでなく，一生のかか

わりとなることもできる。「歌」は「自分」の成長

とともに，生涯，繰り返し再生し，その時々で，

自らをふりかえることができる力を持っていると

考える。 
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第３章 実践授業を通して 

第１節 アンケートに見る生徒の意識 

 中学生が「生きること」についてどのように考

えているのか，また「いのち」をどのようにとら

えているのか，実践をすすめるにあたり研究協力

校第１学年生徒36名を対象に意識調査をすること

にした。次頁表3-1は，質問項目1～3を示したもの

である。 

項目1は，人が生きていく上で必要なものは何 

かを一般的に尋ねたものであり，項目2は，項目1

に「幸せに」という条件を足したものである。ま

た項目3は，項目2に「あなたが」という条件を加

え「自分」が幸せに生きるために何が必要なのか 

について特化して回答できるようにしたものであ

る。以上の回答は記述式で求めることにした。 

次頁表3-2は，回答に記された言葉について表

にまとめたものである。 

これをみると「命」「水」「食べ物」などのよう

に，どの項目についても回答されている共通の言

葉があることがわかる。一方，「温かい家庭」「や

さしさ」など，項目1にはないが，項目2，あるい

は項目3にだけ回答された言葉があることがわか

る。筆者は生徒が回答した言葉の背景にあるもの

は何かをさぐるために，分類することを試みた。 

言葉の分類をするにあたりマズローの提唱す

る「欲求の階層」(58)をもとに5段階に分類した。 

 マズローは，人間の行動を動機づけるものとし

て，5つのレベルの欲求をあげている。彼は，人間

は1つの欲求が満たされれば，それで満足するので

はなく，すぐに他の欲求がそれにとって代わって

飛び出してくるとして，基本的な欲求を5つの階層

に分けている。それを基礎的な欲求から順番に挙

げると，以下のようになる。 

①生理的欲求 

食物，飲物，睡眠，酸素など生命維持に関する欲求 

②安全の欲求 

危険や恐怖を避け，予測不可能な安全性への欲求 

③所属と愛の欲求 

生理的欲求と安全の欲求が満たされると現れる欲求

で，愛されたい，集団の中で一つの位置を占めたい

と渇望する欲求 

④承認の欲求 

自尊心と他者からの承認の欲求 

⑤自己実現の欲求 

愛情欲求と承認の欲求が適度に満足された後に発生 

するもので，人がなることのできるものなら何にでも 

なろうとする欲求 

 次頁図3-1は，生徒が回答した言葉を先にあげた

5つの階層レベルに分類したものである。 

この図をみると，項目1の言葉は「①生理的欲

求」に多くが該当していることがわかる。一方，

項目3の言葉は，「③所属と愛の欲求」に多く該当

していることがわかる。これらの結果から考える

と，生徒が「自分のこと」として幸せを考えたと

きに「人と人とのかかわり」が意識されていると

考えられる。つまり家族や友達という「他者」の

存在が「自分」が幸せに生きていく上で大切であ

ると感じていることが類推できる。 
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①生理的　
　　欲求

②安全の　
　　欲求

③所属と愛
　　の欲求

④承認の　
　　欲求

⑤自己実現
　　の欲求

項目3　「あなた」が「幸せに」生きていく上で必要

項目2　人が「幸せに」生きていく上で必要

項目1 人が生きていく上で必要

表3-1 質問項目 

 

 

 

 

 

 

 

表3-2 項目1・2・3の回答結果（複数回答を含む） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図3-1 「人が生きていく上で必要なもの」分類した図 

＜項目1 149件，項目2 85件，項目3 97件，計331件＞ 

表3-3は，質問項目4とその回答結果を2つの観

点から分類をしたものである。 

表3-3 「生きていること」と実感するとき （原文のまま） 

              
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

「人」とのかかわりの中では，友達・家族・学校

いう言葉が多くあげられていた。生徒は，身近にい

る「他者」とのかかわりの中で，「生きていること」

を実感している様子がうかがえる。 

表3-4は，質問項目5とその回答結果（記述式）

を列記したものである。 

表3-4 回答結果（原文のまま） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これをみると，生徒は「いのち」の存在を有限性

や神秘性を秘めたものであり，かけがえのないもの

であることを認識している様子がうかがえる。「大切

なもの」「温かいもの」「かけがえのないもの」とい

う認識がより実感できるような学習プログラムの開

発を試みたい。 

以上のような生徒の「いのち」「生きること」に対

する認識を尊重し，自分と他者との「関係性」に焦

点をあてた中学校道徳の教材開発及び学習展開の工

夫に取り組むことにする。 

項
目
1

命，一人一人がもってる命，いのち，食べ物，飲み物，水，
水分，空気，酸素，O２，ＣＯ２，光，火，友達，家族，親，仲
間，友情，心，人の支え，人との関わり，信頼関係，感動，
人を思いやる心，気持ち，働こうという意欲，肉体，内臓，
人権，体，3次元の空間，家，お金，服，地球，適切な環
境，良い環境，生活できる環境，木，植物，学校，会社，帰
る所，衣食住，時間，国，本，カード，スーパー，趣味，
ゲーム，スポーツ，重力，テレビ，その他いろいろ，

項
目
2

命，食べ物，水，酸素，水分，火，光，友達，家族，両親，
親（じゃなくてもそんな存在），信頼できる人，家，人権，感
情，友人，自由，やさしさ，愛，愛情，友情，心，温かい心，
思いやりをもって生きていく，キレイな心，その人のうれし
いこと，温かい家庭，人と人との交流，人がいやなことをし
ない，助け合う，笑顔，差別や偏見のないところ，生きるた
めに必要なもの，戦争などをやめる，協力，目標，お金，植
物，会社，学校，趣味にいるもの（ゲーム，カード，テレビ
等），環境，時間，自分が求めているもの，ふとん，肉体，
内臓，服，人によってそれぞれ違う

項
目
3

いのち，食べ物，ごはん，食べ物や飲み物，水，酸素，水
分，火，光，友達，友人，家族，親，両親，先生，仲間，家，
友達や家族との会話，心，大切にする心，キレイな心，友
情，やさしさ，うれしいこと，笑顔，人，人々，生きていると
実感できていること，うれしいこと，人，生きていると実感で
きていること，笑い，感動，目標を持つこと，人と遊んだり，
自分の好きなことをする，感情，人権，語り合える仲間，お
金，環境，学校，自由，ふとん，ゲーム，生きるために必要
なもの，カード，植物，時間，自分の帰る所，自由ちょう，趣
味，めがね，目薬，肉体，内臓，服，趣味の物，車，バイ
ク，カブト，クワガタ，その他，

「もの」とのかかわりの中 「人」とのかかわりの中
・息を吸っているとき ・友達と遊んでいるとき
・夢からさめたとき ・友達としゃべっているとき
・ごはんを食べているとき ・友達と騒いでいるとき
・自分が楽しいと思うことを必死
になって取り組んでいるとき

・みんなから声をかけてもらえ
　るとき

・鏡を見たとき ・家族といるとき
・何かが達成できたとき ・学校にいるとき
・笑っているとき ・スポーツをしているとき
・痛いと感じるとき ・ほめられたとき

・おこられたとき
・人が死んだとき

　　　項目4　 あなたが「生きていること」を実感するのは，
　　　　　　　　どんなときですか （複数回答）

(149件) 

(85件) 

(97件) 

（件） 

項目5   『いのち』という言葉からイメージするものは
           何ですか

・この世界のすべてのものに「いのち」があるからすごい！
・温かいもの　               ・宇宙全体で生きているもの
・大切なもの                 ・世界の中でもっとも大切なもの
・1つだけしかないもの    ・お金でかえない
・人生                        　・生きる
・夢　                            ・幸せ
・生死                           ・自殺
・病気                          ・限り
・親からのプレゼント
・かけがえのないもので誰かが誰かからうばい
  とってはいけないもの

項
目
1

「人 」が 生 きてい く上 で，必 要 なもの や 必 要 な
ことは 何 だと思 い ます か 。

項
目
2

「人 」が 幸 せ に 生 きてい く上 で，必 要 なもの や
必 要 なことは 何 だ と思 い ます か 。

項
目
3

「あ なた 」が 幸 せ に 生 きてい く上 で，必 要 なも
の や 必 要 なことは 何 です か 。
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第２節 実践授業の実際 

 

（１）「関係性」を意識した道徳の授業 

 ア 「関係性」を意識した指導案作り 

関係性を意識した授業にするために，その展開

のなかで，次の二点を工夫したいと考える。 

一つは，提示された事象を「自分のこと」とし

て考えることができるかという点である。もう一

つは，「他者」との「関係性」の中で「自分」の存

在を再認識することができるか，という点である。 

今回は教材として『Best Friend』(59)（以下，

「ベストフレンド」）を活用することにした。 

「ベストフレンド」で歌われている歌詞の内容

は，日常生活の中にありそうな出来事が取り上げ

られており，悩み多き中学生に共通する心情がつ

づられている。歌われている情景は，話し言葉で

語られているため，日常の自分とも重ねあわせや

すく，「自分のこと」として考えられやすい内容で

あろう。特に「ずっと見守っている」「笑顔で」「い

つでもみんな側にいる」という歌詞は，友情のあ

るべき姿を具体的に投影しており，生徒も納得の

うちに受け入れられることが予想される。 

また，「まだ，まだ，まだ，やれるよ」と繰り

返される歌詞には，温かい励ましの姿があり，「あ

りがとう，ありがとう」と繰り返される歌詞には，

純粋に大切な人への気持ちを込めている姿を感じ

取ることが期待できる。自分の気持ちを素直に出

すことができにくいといわれる思春期の中学生に

とって心響く内容ではないかと思われる。 

また，緩やかに始まる曲想は，終始穏やかで包

み込むような旋律で構成されており，その美しさ

に心地よさすら覚えるものである。曲の最後に

「ずっと，ずっと，ずっと，ベストフレンド」と

いう歌詞とともにフェードアウトする構成は余韻

を残すだけでなく，その歌詞の意味をかみしめる

意味で強く印象に残るものになっている。 

 そこで，本曲を教材として活用した授業のねら

いを次のように定め，指導案の検討を行った。 

＜ねらい＞ 

真の友情や友情の尊さに気づき，「人」と

「人」，「いのち」と「いのち」が響き合う，深

い「友情」を築いていこうとする意欲を育てる。 

 次頁表3-5は，本時の指導課程である。 

中心発問は，「相手にとって，自分がベストフ

レンドであるためには，自分はどうあるべきだと

思いますか」というものである。この発問の前に，

「どんな人が，自分にとってベストフレンドです

か」という発問で，「自分にとっての」ベストフレ

ンドとはどういうものかをじっくりと考える時間

を設けている。「自分にとって」と考えるだけでな

く，「相手にとって」という視点で考える問いは，

「他者」を強く意識する「視点の転換」を促す形

になっている。 

 「自分」中心に考えているときには，「自分」が

「他者」に対して何ができるかと発想しがちであ

る。しかし，「ベストフレンド」であると判断する

材料は，「自分」ではなくて，「他者」の受け止め

方にあることを気づかせたいと考える。「自分」中

心に考えるだけでなく，「他者」の心情に重点を置

いて考えることによって，「他者」に映る「自分」

という存在が見えてくると考えるからである。 

この「他者」の存在から「自分」の行為を見つ

めさせるという視点によって，「他者」を「三人称」

ではなく，「自分のこと」として，つまり「二人称」

でとらえることができるのであり，「一人称」の

「自分」はどうあるべきか，という発想につながっ

ていくのではないかと考える。 

「いのちは大切である」ということは誰もが

知っている。しかし，「人ごと」という「三人称」

の感覚で知っているだけでは，「一人称」の「自分」

に生きて働かない。「他者」の存在を「二人称」と

してとらえるものにならなければ，「一人称」の

「自分」に響くものにはならないのである。 

このように「他者」を「自分」のこととして考

えることを手がかりにして，「自分」の行為を考え

ることが，「いのち」を大切にする心を育てるため

の基本ではないかと考える。 

なお，授業の評価は，生徒の発言やワークシー

トへの記述を中心に以下の 3 点とした。 

＜評価＞ 

①友達のあり方について考えられたか。 

②「自分」を支えてくれる存在の大切さを感じ取

れたか。 

③深い友情について理解する中で，自分の生き方

を考えられたか。 

「ベストフレンド」で歌われている「あなたの

笑顔に」「みんなの笑顔に」「ここにいるすべての

仲間から」という言葉から，「他者」に生かされて

いる自分を感じ取ったり，温かさを感じ取ったり

することができればと考える。そして，人と人と

が深く結びつくことの良さを感じ取り，「いのち」

と「いのち」が響き合う真の友情の意味を考える

学習を進めるなかで，自分自身の生き方に迫るこ

とができるのではないかと考える。 
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表3-5 指導課程 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 学習活動 発問と予想される生徒の反応 指導上の留意点 

導
入 

 
○「友達」につい
て考える。 

 
①「あなたの友達はどんな人ですか？」 

（あなたの友達の条件は？） 
・ 一緒にいて楽しい人 
・ 明るい人 
・ 自分のことを理解してくれる人 
・ 気が合う人 
・ 相談に乗ってくれる人 

 
①実際に友達を思い浮かべて，

その人のことを発言してもよ
い。 

 
「浅い」「表面的な」「利害関係
のある」友情と「深い」「絆」で
つながった友情について触れ
る。 
 

展
開 

 
○Best Friend の

歌詞を読む。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○Best Friend と
いう言葉につい
て考える。 

 
②（資料を配布）歌詞を読んで，自分の好きな箇所に

線を引く。  
 
③「どこに線を引きましたか？ その理由は？」 

・ 「もう大丈夫」と笑顔でささやいてくれた。 
・ 「ずっと見守っている」と言ってくれた。 
・ あなたの笑顔に何度助けられただろう。 
・ いつでもみんなそばにいる。 
 

④「この歌は何を伝えようとしている歌ですか？ ま
た，それは，歌詞のどんなところからわかります
か？」 
・ 友達への感謝 
・ 友達の大切さ 
・ ありがとう ありがとう というところからわか

る。 
 

⑤「この曲の題名と，歌詞の（   ）には同じ言葉が
入ります。どんな言葉がはいると思いますか？」 

               （ワークシート（   ）に記入）
・ Best Friend  
 

⑥「どんな人が，自分にとってベストフレンドです
か？」 
       （ワークシート「自分にとって・・・」に記入） 

・ 言いたいことを何でも言える。 
・ ありのままの自分を受け入れてくれる。 
・ 自分を真剣におこってくれる。 
・ 何でも話せる。 
 

⑦「相手にとって，自分がベストフレンドであるために
は，自分はどうあるべきだと思いますか？」 

       （ワークシート「相手にとって・・・」に記入） 
 

人はみな一人一人違うけれど，相手と深く関わる
ことで，お互いが成長できる存在となる。 

 
②資料には，題名と，歌詞の最

後にある Best Friend という言
葉が空欄にしてある。 

③できるだけ多くの生徒に発言
させる。 
同じ箇所でも，自分の言葉で
「理由」を発表させることで，
「自分のこと」として考えるき 
っかけとなるようにする。 

④答えにくい生徒には，線を引
いた箇所を参考にするように
アドバイスする。 

 
 
 
 
 
⑤この曲を知っている生徒もい

るので，『Best Friend』という言
葉を確認するだけでよい。 

 
⑥友情を表面的にしかとらえら

れていない生徒に対しては，
授業はじめの友達の条件と比
較させることにより，ベストフレ
ンドについて考えを深めさせる
ようにする。 

⑥⑦他者との豊かな出会い，人
と人とが深く結びつくことで，
「いのち」と「いのち」が響きあ
う真の友情を感じさせる。 
自分の生き方の問題としてと
らえられるように指導する。 

終
末 

 
○Best Friend の
曲 を 聴 き な が
ら，感想を書く。 

 

 
⑧今日の授業の感想を書きましょう。 

 
⑧感想については，「道徳通信」

や教室の「掲示板」で，生徒に
かえしていく。 
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イ 授業の様子から 

 検討した指導案をもとに，複数の学級に授業実

践を依頼した。ここでは，中心発問に対する生徒

の反応を中心に記述することにする。 

 

○平成19年11月20日（火）実施 

Ａ中学校第２学年１組 第4限（生徒25名） 

  

本学級では，実践授業の1週間前に「友達の条

件とは何か」というテーマで質問紙によるアン

ケートを行った。生徒が「友達の条件」として掲

げた内容で最も多かったのは「気が合う人」であ

り，以下「話しやすい人」「楽しい人」「理解して

くれる人」であった。 

導入では，「友達について考える」という本時

の学習のねらいを示し，「ベストフレンド」の曲を

流した。多くの生徒が知っているという反応を示

したところで，歌詞の好きなところはどこか，自

由に意見交換をした。 

 （Ｔ：指導者 Ｓ：生徒 数字は発問・発表順を示す） 

Ｔ1：歌詞の中でこの部分が好きだなあ，いいなぁ

と思うところに線を引いて教えて下さい。 

 Ｓ1：この歌がとても好きなので，選べない。 

 Ｓ2：全部引いていいですか。全部がいい。 

 Ｓ3：「あなたの笑顔に何度たすけられただろう」 

 Ｓ4：すべて。 

 Ｓ5：全部いいなあと思います。 

 Ｓ6：「時にはいそぎすぎて～見失うこと」 

 Ｓ7：「もう大丈夫」という出だし 

 Ｓ8：「ありがとう」と2回続けて言っているとこ

ろがいいなあと思います。 

  

比較的なじみの深い曲で，多くの生徒が知って

いる曲であった。しかし，普段聞いている曲であっ

ても歌詞そのものをじっくりみる機会がなかった

せいか，改めて言葉をかみしめながら歌詞を精読

している姿が見られた。 

「もう大丈夫」という出だしや，「ありがとう，

ありがとう」と復唱される部分には，多くの生徒

が下線をひいていた。歌詞に示された言葉をもと

に，自分の体験と重ね合わせたり，自分を支えて

くれている人の存在について着目したりすること

ができたからではないかと思われる。 

 

Ｔ2：自分にとって，どんな人がベストフレンドな

のか教えてください。 

 Ｓ9：何でも言える人です。   

 Ｓ10：気が合う人。 

 Ｓ11：理解があることです。 

 Ｓ12：楽しい人です。 

 Ｓ13：話しやすい人です。 

 Ｓ14：自分のいい所，悪いところを理解してく

れる人です。   

 Ｓ15：信頼できる人です。 

 Ｓ16：相手を尊敬できる人です。 

 Ｓ17：ありのままでいられる人です。 

  

事前のアンケートの結果では，友達の条件とし

て「気が合う人」「話しやすい人」「楽しい人」「理

解してくれる人」があげられており，ここでは予

想通りの反応が多く返ってきた。 

 そこで，自分の存在に「他者」がどのような受

け止め方をしているのかを考えさせるために「相

手にとってベストフレンドになるためには，自分

がどうあるべきだと思いますか」という中心発問

をし，生徒の意見をできるだけたくさん交流した

いと考えた。以下はその一部である。 

 

Ｔ3：相手にとって，ベストフレンドになるために

は，自分がどうあるべきだと思いますか。 

 Ｓ18：信頼してもらえる人になる。 

 Ｓ19：相手のことを理解する人になる。 

 Ｓ20：話がたくさんできる人になる。 

 Ｓ21：気が合える人になる。 

 Ｓ22：頼られる人になりたい。 

 Ｓ23：相手の話をよく聴くようにする。 

 Ｓ24：ある程度なんでも話せる人になりたい。 

 Ｓ25：約束を守る。 

 

 「自分」中心に考えているときには，「自分」が

「他者」に対して何ができるかと発想しがちであ

る。ここでは「ベストフレンド」であると判断す

る材料は，「自分」ではなく「他者」の受け止め方

にある，と発問を通して投げかけた。 

その結果，「他者」の心情に重点を置いて考え

ることにより，  

「他者」に映る

「自分」の存在

に焦点をあてた

意見が多くみら

れた。 

 

 

図3-2 Ａ中学校第２学年 授業の様子 
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ウ 生徒の感想から 

 「関係性」を意識したとき，「相手にとって」と

いう視点で考えることは，生徒にとって自分自身

を見つめ直す機会となったようである。 

実践授業は，同じ指導案を活用してＡ校とＣ校

とで行った。授業後の生徒の感想をあげて考察す

ることにする。 

・もし自分にとってもベストフレンドがいたと

しても，相手にとってはベストフレンドじゃ

なかったら意味がないと思った。今日の授業

では，自分にとってのベストフレンドがどう

いうものなのかよくわかった。 

・自分と相手が友達でいるためには，自分のこ

とだけじゃなくて，相手のことを考えること

も大事だなと思いました。 

・自分が相手にとっていい友達になれば相手も

自分にとっていい友達になってくれると思う。 

・相手にとって，私はどんな友達になればいい

のだろうと考えたけれど，意外とむずかし

かった。こんなに考えさせられて友達とは本

当に大切な人なんだなと思いました。（中略）

相手にとっていい人になりたいです。 

 中心発問をおこなったとき，「相手にとって，自

分がベストフレンドであるためには」という発想

がなかなか理解できない生徒がいた。そこで，授

業者が例をあげながら，噛み砕いて説明しなけれ

ばならないこともあった。しかし，ほとんどの生

徒が「相手」の受け止め方を意識して「自分」の

ことを考えることができたのではないだろうか。 

 「自分」が「相手」に期待するベストフレンド

の姿を考えるのではなく，「相手にとってはベス

トフレンドじゃなかったら意味がない」という感

想や「友達から本当の友達じゃないとか思われて

いたらどうしよう」という発想は，あるべき姿を

「自分のこと」として考え，それを「自分」の生

き方につなげているように思われる。 

 また，自分の行動を振り返る姿勢として，次の

ような感想も見られた。 

・友達は，簡単でむずかしいなと思った。何で

も話せる友達はいるけど，相手は話してくれ

ているのかなと思う。 

・自分が友達にしてほしい事はいっぱいでてく

るけど，自分が相手にしてあげられることは，

意外とあんまり考えられてなかったから，こ

れからはもっと友達のことを深く考えようと

思いました。 

・自分にとっていい友達と思うところは，相手

にとってもいい友達だと思えるようになりた

い。自分にとっていやだと思うことは，相手

にとってもいやだから，気をつけたい。 

・今日，こういう授業をしてみて，相手を思い

やる心，信頼することなどが大切で，そのこ

とをしたら，相手がどう思うか考えて，行動，

発言できるようになりたいし，親友を大切に

したいなと思いました。私も親友になれるよ

うに，努力したいです。 

・友達には，きびしくしなければならないけど，

それ以上に，自分にきびしくしてはじめて，

相手から本当の友達っていわれるんじゃない

かなぁと，この授業を通して思いました。 

・友達がいなかったら，僕は何もできないと思

うし，友達は大切だと思った。 

・友達から感謝される人になりたい。あらため

て，自分の悪いところを直そうと思った。 

・相手に信頼してもらうためには，相手のこと

をよく理解したり，話を聞いたりして，相手

を受け入れることが大切だと思う。 

これらの感想からは，「相手」が「自分」をど

のように見ているかを意識することによって，

「自分」の考え方や行動を変えていこうとする姿

勢が感じられる。生徒は，「人ごと」ではなく，「自

分のこと」として考え，日常生活における行動化

に結びつけようとしている様子がうかがえる。 

このような思考ができることが，自分の生き方

に迫る道徳ではないかと考える。 

また，歌を活用した授業について，次のような

感想を寄せる生徒もいた。 

・歌詞にすごく感動した。 

・歌ってやっぱりいいなと思った。友達とか親

友とか，改めて考えると意外と難しかった。 

・こうあってほしいと思うことはいろいろある

けど，相手にとって自分が良い友達であるた

めに，どうすればいいのかっていうのは，な

かなか…。でも，やっぱり，自分が思うって

ことは，相手も思っているのかなと感じた。 

・今日は，みんなの意見が聞けて，みんないろ

んなことを思っているんだなと思った。 

授業の最初に，曲を聴かせるか，歌詞を読むだ

けにするかは生徒の実態に合わせて考えればよ

い。ただ，いずれの場合にせよ，自分の好きな箇

所に線を引く作業を通して，自分の感性をもとに

「自分のこと」として考えるきっかけとなったよ

うである。また意見交流を通して人それぞれに，

様々な感じ方や考え方があることを知り，それら
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を「共有」しあうことが，「自分」の居場所である

学級集団を形成する上でも大切なことであろう。 

 

（２）「いのち」のつながりを意識した道徳の授業  

ア 「つながり」を意識した指導案作り 

 「生命尊重」は，「いまここにいる不思議を考え

る『偶然性』，いつか終わりがあることを考える『有

限性』，ずっとつながっていることを考える『連続

性』」(60）とあるように，「いのち」をいろいろな

側面からとらえて指導する必要がある。そこには，

第１章で述べたように，その側面が「からだのい

のち」を扱うことだけで終わるのではなく，「つな

がちのいのち」にまで発展させる展開が求められ

ていると考える。 

今回は教材として『シャボン玉』を活用するこ

とにした。 
 

シャボン玉 
作詞：野口雨情 作曲：中山晋平 

 
シャボン玉飛んだ 屋根まで飛んだ 

  屋根まで飛んで こわれて消えた 
  
  シャボン玉消えた 飛ばずに消えた 
  生まれてすぐに こわれて消えた 
  
  風々吹くな シャボン玉飛ばそ 
 

シャボン玉をふくらませ，それを飛ばすという

一連のイメージは身近なものであり，生徒にとっ

ても共有しやすい体験であろう。 

曲を聴くと，明るく楽しそうなイメージが先行

する歌詞である。真っ青な空に虹色のシャボン玉

が浮かび，それぞれが行く宛もなくゆったりと，

ふわふわと飛び交い，やがて消えゆく様子が目に

浮かぶ内容である。 

しかし，作詞者の野口雨情にとっては，生後わ

ずか 7 日で亡くなってしまった長女への思いが込

められているといわれており，失われてしまった

ものに対する情感が，歌詞の中に色濃く映しださ

れていることが考えられる。2 番の「シャボン玉

消えた」「飛ばずに消えた」「生まれてすぐに」

「こわれて消えた」の部分には，わずか 7 日で終

わってしまった娘の命を表現しているだろう。た

だ，終末に，「風々吹くな シャボン玉飛ばそ」と

さわやかな明るいイメージで表現するところに，

野口雨情が，娘の「いのち」の存在を純粋なイメー

ジのまま永遠に残したいという願いを込めている

のではないかと解釈する。 

授業の中で歌詞の内容をじっくりと考え，野口

雨情の親としての心情に思いを重ねることができ

たとき，「自分のこと」としてとらえた展開が可能

になるのではないかと考える。 

「いのち」をはかなく消える「シャボン玉」に

例えることによって，「いのち」のはかなさや美し

さを実感するきっかけになるだろう。また，わず

か7日しか生きることができなかったけれども，親

の心の中では生き続けている娘への思いを考える

ことによって，「つながりのいのち」を実感する

きっかけになるのではないかと考えた。 

「シャボン玉」を「いのち」と重ねることによっ

て，「いのち」のはかなさや「いのち」の有限性に

せまるとともに，作詞者である野口雨情の心情と

共感しながら「つながりのいのち」について考え

ることのできる展開の工夫を考えたい。 

そこで，本曲を教材として活用した授業のねら

いを次のように定め，指導案の検討を行った。 

＜ねらい＞ 

「いのち」のはかなさや美しさ，かけがえの

ない「いのち」のいとおしさを知り，生命を尊

重しようとする心情を育てる。 

次頁表3-6は，本時の指導課程である。 

中心発問は，「作者はどんな思いで『シャボン

玉』を書き上げたと思いますか」というものであ

る。導入部で歌を聴いた後，意見交換をするが，

おそらく，楽しく遊んでいる子どもに思いを寄せ

ているという内容に終始することが予想される。

そこに作詞当時に，野口雨情が置かれていた状況

を説明し，生徒に追体験させる場を設定した中で

の発問である。歌詞に映し出される作詞者の思い

を追体験する中で，人間の肉体は消えてしまって

も，深くかかわりのある人にとっては心の中に存

在し続けるということ，すなわち「つながりのい

のち」が存在し続けることが実感できる授業展開

にしたいと考える。 

なお，授業の評価は，生徒の発言やワークシー

トへの記述を中心に以下の 2 点とした。 

＜評価＞ 

①わが子を亡くした雨情の悲しみから，生命の尊

さについて感じ取れたか。 

②生命の尊さについて考え，自他の生命を尊重し

ようと考えたか。 

幼い頃，シャボン玉をつくって遊んだ経験や，

この歌を歌ったことがある生徒も多いだろう。歌

を通して，野口雨情の思いにふれ，追体験をする

なかで「つながりのいのち」について思いをはせ

て欲しいと願っている。 
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表3-6 指導課程 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 学習活動 発問と予想される生徒の反応 指導上の留意点 

導
入 

 
○「シャボン玉」を聴

く。 

 
①みんながよく知っている「シャボン玉」の歌を聴

いてみましょう。 
 

 
①明るく楽しい雰囲気の中で「シ

ャボン玉」の曲を流す。 
 

展
開 

 
○「シャボン玉」につ

いて話し合う。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○野口雨情の心情を

考える。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
②「この歌を聴いてどんな感じを受けましたか？」
          （ワークシート「印象・・・」に記入）
 〈陽〉 

・ 屋根まで飛ばせるなら楽しい。 
・ シャボン玉で遊ぶのは楽しい。 
・ 子ども達の楽しさが伝わってくる。 

 〈陰〉 
・ 「うまれてすぐにこわれて消えた」とあるか

らはかない。 
・ 「飛ばずに消えた」とあるから切ない。 
・ 「かぜかぜふくな」と祈っている。 
 

③「作者は『シャボン玉』をあるものに例えてこの
詩を作りました。『シャボン玉』は何を表してい
ると思いますか？」 

（ワークシート「シャボン玉・・・」に記入）
・ きっと大切なもの（「かぜかぜふくな」とある

から） 
 
 
 
 
④「作者は，どんな思いで『シャボン玉』を書き上

げたと思いますか？」 
（ワークシート「主人公・・・」に記入） 

・ つらくて悲しい気持ち 
・ いのちのはかなさ 
・ 親のなげき 
・ 天国でも楽しく遊んでほしいという願い 

 
⑤もう 1 度「シャボン玉」を聴いてみましょう。 
 
   

 
②なぜそう感じたかという理由も

合わせて発言させる。 
 

板書の際，できるだけカテ
ゴリーに分けて書く。 
陽・・〈楽しい〉〈美しい〉・・・ 
陰・・〈楽しくない〉〈儚い〉〈切な

い〉・・・ 
（黒板に〈陽〉〈陰〉と書く必要
はない） 

 
 
③生徒の発言後，野口雨情につ

いての説明を入れる。 
 

野口雨情には，赤ちゃんが
いたけれども，生まれてすぐに
病気で死んでしまった。「シャ
ボン玉」はその次の年に作ら
れた歌である 

（教師用資料を参考に） 
 

④野口雨情（親）の深い悲しみ
はいつまでも消えることがない
ことをおさえる。 

 
 
 
 
 
⑤「シャボン玉」について何も知

らなかったときと，学習したあ
との自分の思いの変化に気づ
かせる。 

 
死ぬことで，人間の肉体は

消えても，深く関わりのある人
にとっては，「いのち」として心
のなかに存在し続けることを
おさえる。 

終
末 

 
○自分の思いを書く。

 
⑥自分の今の気持ちや思いを主人公への手紙

に書いてみましょう。 
          （別紙「手紙」に記入） 

 
⑥手紙については，「道徳通信」

や教室の「掲示板」で，生徒に
かえしていく。 
手紙を書く時，歌を流してもよ
い。 
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イ 授業の様子から 

 検討した指導案をもとに，授業実践を依頼した。

ここでは，主な発問に対する生徒の反応を中心に

記述することにする。 

 

○平成20年1月11日（金）実施 

Ｂ中学校第３学年１組 第6限（生徒28名） 

  

導入では，「いのちのつながりについて考え

る」という本時の学習のねらいを示し，「シャボン

玉」の曲を流した。ほとんどの生徒が知っている

という反応を示したところで，曲から受けるイ

メージについて自由に意見交換をした。 

 

Ｔ1：みなさんがよく知っている「シャボン玉」と

いう曲を聴きました。この曲を聴いてどんな

イメージがわいたか，感想を教えてください。 

  

この曲を聴いて，生徒は大きくわけて2つの感想

を発表していた。 

 一つは，比較的明るい感じの受け止めである。 

Ｓ1:シャボン玉がたくさんとんでいる。 

 Ｓ2:幼い感じ。 

Ｓ3:かわいい。 

 Ｓ4:楽しそうで軽い感じがする。 

 Ｓ5:ふあふあした感じ。 

 Ｓ6:ほあほあした感じ。 

 Ｓ7:小さな子どもが遊んでいるけど，（シャボン

玉が）うまくできない様子が浮かんでくる。 

 Ｓ8:なんかなつかしい感じがする。 

Ｓ9:夢があふれている。 

Ｓ10:ゆったりした感じ。 

 

もう一つは，どこか影のある，比較的暗い感じ

での受け止めである。 

Ｓ11:こわれる感じ。 

Ｓ12:消えること。 

Ｓ13:壊れて消えてしまった。 

Ｓ14:こわい感じがします。 

 Ｓ15:子どもらしいかわいい歌だけど，今聴く 

とちょっとこわい感じがします。 

Ｓ16:飛んで消えたから，ちょっと暗いイメー

ジです。 

 

当初の予想では，比較的明るいイメージで受け

止めてる生徒がほとんどではないかと考えていた。

しかし，実際に歌詞を精読する中で，「こわれて」

「消えた」「とばずに」という言葉に着目している

生徒が多く見られた。 

そこで，作詞者の思いを予想させることで，歌

詞に込められた意味をもう一度考える機会を設け

ることにした。 

 

Ｔ1：作詞者は，野口雨情という人ですが，この人

は，どんな思いでこの歌詞を書いたと思い

ますか。 

 Ｓ17：シャボン玉が大好きな人だと思います。 

 Ｓ18：だれかなくしたみたい  

 Ｓ19：戦争で家族を亡くした 

 Ｓ20：誰かがなくなった 

 Ｓ21：子どもが亡くなって悲しかったけど，子

どものことを思って楽しい歌を書いた  

 Ｓ22：自分は子どもを亡くしていて悲しいが，

他の子どもが遊んでいるのを見て，自分

の子どものことを思って書いた。 

 

 歌詞から読み取ったことをもとに，少しずつで

はあるが，野口雨情の思いに自分を重ねようとす

る姿がみられた。そこで指導者の方から，作詞者

である野口雨情の置かれていた状況や，作品にこ

められたと予想される背景について説明を加えた

ところ，生徒の方からは自然に「シャボン玉はい

のちをイメージしているのかもしれない」といっ

た声があがっていた。 

最後に，作詞者の背景を学習した中で，もう一

度「シャボン玉」を聞き，「いのち」について自分

の思いを書きまとめる活動を行い，授業を終えた。 

時間の関係で，生徒一人一人の思いを十分に交

流することはできなかったが，次項では生徒の感

想をもとに若干の考察をすることにする。 

 

ウ 生徒の感想から 

この授業展開では，授業の最初と最後に「歌」

を聴くことにしている。そのイメージの違いから

感じる生徒も多かった。 

・今日の「シャボン玉」という曲を聴いて，曲

の中にいろいろな意味があって，すごく考え

るところがありました。この曲はすごく楽し

そうだけど，その分，悲しい曲でもあって，

涙が出そうでした。 

・この曲を聴いたときは，明るい曲だなと思っ

た。しかし，この曲の歌詞を見てみると，な

んだか少し悲しくなってきた。 

・最初，「シャボン玉」の曲は楽しそうなものだ
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と思っていた。けれど，よく歌詞の内容を考

えてみると，せつない歌詞だなぁと思った。

いのちはきれいなものだけど，その分こわれ

やすく，もろいものだと思った。だから一つ

一つの尊いいのちを大切にしなければならな

いと思った。 

 小さい頃から耳にしていた，身近な「シャボン

玉」という曲に，このような深い意味があったの

かと改めて感じる生徒もいた。中には，幼い頃に

無邪気に歌いながらシャボン玉を飛ばして遊んで

いた自分を思い出していた生徒もいたかもしれな

い。身近な曲だけに今回受けたイメージの違いは，

驚きとともに印象深いものとなったようである。 

また，授業の展開の中で，「シャボン玉は，何

を表していると思いますか」という発問を受けて，

「シャボン玉」と「いのち」のはかなさをだぶら

せて考える生徒もいた。 

・命はシャボン玉と同じで最後には消えてしま

うから大切だと思う。せっかく生まれてきた

のだから，いのちを大切にしないといけない

と思った。 

・「いのちは限りなくあるものじゃない。だから

大切だ」ということを，作者は「シャボン玉」

に例えたんだと思う。 

・作者は「命はシャボン玉みたいにいつかは消

えてしまうものだから大切だ」ということを

知ってほしかったのかなと思えた。 

・命はいつか消えてしまうものだから，今を精

一杯生きなければならないと思いました。 

 「いのち」の有限性を実感したからこそ，いの

ちを大切にしなければならないという思いが伺え

る。「いのち」の存在をシャボン玉という身近にあ

る目に「見えるもの」に例えることによって，よ

り鮮明に実感できたのではないかと思われる。 

また，「いのち」の存在を「自分の経験や価値

観と照らし合わせて考えている生徒の感想をあげ

てみる。 

・ 「いのち」は人のしあわせのためにあるのだ

と思う。 

・ 命はいつなくなってしまうか，わからないし，

死にたくない人でも病気や事故で死んでしま

う人がいるから大切にしなければならないも

のだと思う。今の世の中は，昔よりも殺人，

事故，ストレスなど，いろんなことで大変に

なっているかもしれないが，一つの命こそ，

大切にしなければならないと思う。好きなも

のが食べられたり，買ったりできる今の時代

はだいぶぜいたくだと思うし，自分が一番ぜ

いたくをしているかもしれない。 

・私は今まで曲1つ1つの意味を考えたことはな

かったけど，今日の道徳で1つの曲についてこ

んなに考えたのは，はじめてでした。 

「主人公は，どんな思いで『シャボン玉』を書

き上げたと思いますか」という設問を通して，野

口雨情の心情にせまることができるように試み

た。子どもを失った後も子どもを思う気持ちを持

ち続け，「つながりのいのち」につながることにポ

イントを置いた。 

・作者は自分の子どもが死んでしまって，悲し

くてこの歌を作ったんじゃないかなと思いま

した。 

・シャボン玉について，こんなに考えて，こん

な意味があるとは思ってもみなかった。きっ

と作者の野口さんは生まれてすぐに死んでし

まった子どものために，悲しくてつらい気持

ちを，楽しそうなこの曲に静かに込めたので

はないかと思った。 

野口の子どもを思う姿を通して，人間は死んだ

ら，すべてが終わるのではなく，野口とその子ど

もとの「関係性」の中に行き続ける「つながりの

いのち」を少しでも感じてくれたのではないかと

思われる。 

・ずっと前から道徳では命のことについて勉強

していたけれど，今回は，歌に命の意味をい

れていたから，一層考えられる道徳だった。 

・このシャボン玉の歌のように，たしかにシャ

ボン玉は割れやすいものであるが，人の命は

簡単にこわれてはいけないものではないかと

思う。この一つしかないいのちを大切に，こ

れからもいろいろなことにチャレンジしてい

きたいと思う。 

・シャボン玉の歌詞にこんな深い意味があると

は思わなかった。命というものはいつか終わ

りを迎える。他にはないたった一つの命。最

近は命を軽くみている事件が多すぎる。こう

いう人たちにこの曲を聴いてほしいと思う。 

いのちの「つながり」を意識した発問をするこ

とで，「自分のこと」としてとらえることができる

手ごたえを感じることができた。また，身近な歌

を活用することによって，生徒が真剣に耳を傾け

る姿も見ることができた。このようにいのちの「つ

ながり」を考えることは，生きることの意味を問

い直したり，いのちの存在そのものについて考え

直したりすることになると考える。 
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第３節 実践授業を終えて 

今回，実践授業では，本市4中学校の生徒とか

かわることとなった。道徳の担当教師と生徒との

やりとりの中で，生徒が「自分」のこととして考

え発表をする姿に，また，クラスメートの発表を

真剣なまなざしで聞き入る生徒の姿に，実在する

「生徒」を見る思いがした。世間一般に語られる

中学生像は，あくまでも一般論で語られる抽象的

な中学生であって，真の中学生を表したものでは

ない。目の前にいる生徒こそが，実在する中学生

である，という実感を持つことができた。 

「いのち」の存在を実感するためには，この実

在する生徒と向き合うことが何よりも大切である

と考える。概念としての教育論は必要であるが，

実際に教師の前にいる生徒とどうかかわるのかに

よって，「いのち」の存在を実感として伝え合うこ

とができるのではないかと思われる。 

 このような生徒の姿から，今回改めて大切にし

たいと感じたことは「かけがえのない出会いの場

となる学級経営」の在り方である。 

4月に学級編成でできた「学級」は，生徒同士

が初めて顔を合わす場である。幼なじみで以前か

ら知っている友達がいる場合もあるだろうが，小

学校が違ったり，今まで違うクラスであったりす

るなど，初めて顔を合わす生徒もいることだろう。

4月当初の状態は，それぞれの「関係性」が深いわ

けでもなく，「自分」からみると「心の距離」が遠

い者同士の集まりととらえることができる。 

ここで生徒をハンドベルに例えてみると，より

よい学級集団とは，「一つ一つのハンドベルを生き

生きと響かせることができること」と似ているの

ではないかと考える。 

ハンドベルは，一つ一つ違った「音」が鳴るよ

うになっている。高い音もあれば低い音もあり，

シャープやフラットのついた音もある。どの音を

とってもそれぞれ「個性」をもっており，しっか

りと響かせれば素晴らしい「一つの音」を奏でる

ことができる。教師として，生徒一人一人を徹底

的に大切にするということは，どのハンドベルも，

自分の音に誇りと自信をもって美しい音色がだせ

るようにすることであろう。 

また，一つ一つの音が，一定の関係をもって協

調的に響いたとき，すばらしいメロディやハーモ

ニーが生まれることになる。その結果，一つの音

ではなし得なかったシンフォニーの響きとなるこ

ともあるのである。ときには不協和音を奏でると

きがあるだろうが，それは，不協和音を出す「一

音」が悪いからではなく，音と音との「関係性」

が築けていないからである。「他者」の存在を最大

限に認め合いながら，互いの音を響き合わせる「関

係性」を築きあげることが，学級経営で最も大切

にされなければならないことではないだろうか。 

教師と生徒との「出会い」，あるいは生徒と生

徒との「出会い」が，お互いにかけがえのないも

のになるような「関係性」を築くことが，学級経

営を進める上で教師が最大限意識しなければなら

ない重要なポイントではないだろうか。そのこと

が結果として一人一人を真に大切にする教育活動

につながっていくと考える。 

(58) フランク・ゴーブル「自己実現の研究」『マズローの心理学』

産業能率大学出版部 1979.6 pp..59～68 

(59)「Best Friend」:2001年，NHKのTVドラマの主題歌として採

用され，文化祭の合唱曲で歌い続けられるなど，生徒にとっ

てなじみの深い曲である。 

歌唱者名：Kiroro（所属：JVCエンタテインメント）， 

作曲者：玉城 千春，編曲者：森乃 リコ， 

作詞者：玉城 千春 

(60）『心のノート中学校』文部科学省 2002.4 pp..75～77  

おわりに 

「いのち」あるものとして今，ここに生かされている

我々にとっては，「いのち」や「生き方」の問題は，「三

人称」として「人ごと」感覚ではいられない問題である。

これからを生きる多感な中学生に，「見えないもの」を

「意識する」という感覚を，どのような形ででも伝えて

いきたいものである。また，筆者自身も今回の研究を

通して人間の本質である「いのち」についてすべてを

認識ができたわけではなく，これからも「いのち」の存

在について問い続けていきたいと考える。 

今回研究を進める中で，自分にとっても，かけがえ

のない出会いがあったことに気づいている。それは，

マルティン・ブーバーの「関係性」に関する理論との

出会いである。彼の理論と出会うことにより，今まで私

自身が「かかわり」について疑問に思ってきたことや，

迷いのあったことに一定の答えが見出せた思いがし

ている。「関係性」の理論を理解したとはまだまだ言い

切れる段階ではないが，少なくともこの出会いは，自

分の人生にとって大きく，そしてかけがえのないもの

になったことは間違いない。 

最後に，京都市立西院中学校，高野中学校，修

学院中学校，陶化中学校の皆様には，授業実践を

進めるにあたって多大なご協力を頂いた。また，

様々な視点でご指導・ご支援頂いた関係者の皆様

に，この場をお借りして感謝の意を表したい。 


